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(57)【要約】
【課題】ＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａ
ｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）システムにおけるＳＴＡ（Ｓ
ｔａｔｉｏｎ）装置のデータ送信方法を提供する。
【解決手段】本発明の実施の形態にかかるデータ送信方
法は、送信データをＦＥＣエンコードするステップと、
送信データを星状図マッピングするステップと、送信デ
ータにパイロットトーンを挿入するステップと、送信デ
ータに対してＩＤＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｄｉｓｃｒｅ
ｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行うス
テップと、送信データをアップコンバートして、送信信
号を送信するステップとを含み、送信信号にＯＦＤＭＡ
（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖ
ｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）スキー
ムを適用する場合、送信信号は、ＯＦＤＭＡスキームの
サブキャリヤ割り当ての単位になる少なくとも一つのト
ーンユニットを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＷＬＡＮシステムにおけるＳＴＡ装置のデータ送信方法であって、
　送信データをＦＥＣエンコードするステップと、
　送信データを星状図マッピングするステップと、
　送信データにパイロットトーンを挿入するステップと、
　送信データに対してＩＤＦＴを行うステップと、
　前記送信データをアップコンバートして、送信信号を送信するステップと、を含み、
　前記送信信号にＯＦＤＭＡスキームを適用する場合、前記送信信号は、ＯＦＤＭＡスキ
ームのサブキャリヤ割り当ての単位になる少なくとも一つのトーンユニットを含む、ＳＴ
Ａ装置のデータ送信方法。
【請求項２】
　前記少なくとも一つのトーンユニットは、２６トーンユニット、５２トーンユニット、
または２４２トーンユニットのうち、少なくとも一つを含む、請求項１に記載のＳＴＡ装
置のデータ送信方法。
【請求項３】
　前記２６トーンユニットは、２個のパイロットトーンを含み、前記５２トーンユニット
は、４個のパイロットトーンを含み、前記２４２トーンユニットは、８個のパイロットト
ーンを含む、請求項２に記載のＳＴＡ装置のデータ送信方法。
【請求項４】
　前記２６トーンユニットに含まれた前記２個のパイロットトーンは、前記２６トーンユ
ニットの７番目のトーン及び２０番目のトーンに挿入される、請求項３に記載のＳＴＡ装
置のデータ送信方法。
【請求項５】
　前記５２トーンユニットに含まれた前記４個のパイロットトーンは、前記５２トーンユ
ニットの７番目のトーン、２０番目のトーン、３３番目のトーン及び４６番目のトーンに
挿入される、請求項３に記載のＳＴＡ装置のデータ送信方法。
【請求項６】
　前記２４２トーンユニットは、１個の前記２６トーンユニット及び４個の前記５２-ト
ーンユニットを含む場合、前記２６-トーンユニットがセンターに位置し、センターに位
置した前記２６-トーンユニットの両側のサイドに２個の５２トーンユニットがそれぞれ
位置する、請求項２に記載のＳＴＡ装置のデータ送信方法。
【請求項７】
　ＷＬＡＮシステムにおけるＳＴＡ装置であって、
　送信データをＦＥＣエンコードするＦＥＣエンコーダと、
　送信データを星状図マッピングするマッパーと、
　送信データにパイロットトーンを挿入するパイロット挿入ユニットと、
　送信データに対してＩＤＦＴを行うＩＤＦＴユニットと、
　前記送信データをアップコンバートして、送信信号を送信するＲＦユニットと、を含み
、
　前記送信信号にＯＦＤＭＡスキームを適用する場合、前記送信信号は、ＯＦＤＭＡスキ
ームのサブキャリヤ割り当ての単位になる少なくとも一つのトーンユニットを含む、ＳＴ
Ａ装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つのトーンユニットは、２６トーンユニット、５２トーンユニット、
または２４２トーンユニットのうち、少なくとも一つを含む、請求項７に記載のＳＴＡ装
置。
【請求項９】
　前記２６トーンユニットは、２個のパイロットトーンを含み、前記５２トーンユニット
は、４個のパイロットトーンを含み、前記２４２トーンユニットは、８個のパイロットト
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ーンを含む、請求項８に記載のＳＴＡ装置。
【請求項１０】
　前記２６トーンユニットに含まれた前記２個のパイロットトーンは、前記２６トーンユ
ニットの７番目のトーン及び２０番目のトーンに挿入される、請求項９に記載のＳＴＡ装
置。
【請求項１１】
　前記４２トーンユニットに含まれた前記４個のパイロットトーンは、前記５２トーンユ
ニットの７番目のトーン、２０番目のトーン、３３番目のトーン及び４６番目のトーンに
挿入される、請求項９に記載のＳＴＡ装置。
【請求項１２】
　前記２４２トーンユニットは、１個の前記２６トーンユニット及び４個の前記５２-ト
ーンユニットを含む場合、前記２６-トーンユニットがセンターに位置し、センターに位
置した前記２６-トーンユニットの両側のサイドに２個の５２トーンユニットがそれぞれ
位置する、請求項８に記載のＳＴＡ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、さらに詳細には、無線通信システムにおいてＯＦ
ＤＭＡスキームを使用して信号処理を行う場合、リソースブロックを割り当てる方法と割
り当てられたリソースブロックに対するパイロット信号の配置方法、及びこのような方法
を行う装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイパイ（Ｗｉ-Ｆｉ）は、２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚまたは６ＧＨｚ周波数帯域におい
て機器がインターネットに接続可能なようにするＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａ
ｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）技術である。
【０００３】
　ＷＬＡＮは、ＩＥＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　
ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１標準に基づく。ＩＥＥＥ　８
０２．１１のＷＮＧ　ＳＣ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｓｔ
ａｎｄｉｎｇ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）は、次世代ＷＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａ
ｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を中長期的に悩むアドホック委員会（ｃｏｍｍｉｔｔｅ
ｅ）である。
【０００４】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎは、ネットワークの速度と信頼性を増加させ、無線ネットワ
ークの運営距離を拡張するのに目的をおいている。さらに具体的に、ＩＥＥＥ　８０２．
１１ｎでは、最大６００Ｍｂｐｓのデータ処理速度（ｄａｔａ　ｒａｔｅ）を提供する高
処理率（ＨＴ：Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）を支援し、また送信エラーを最小化し
データ速度を最適化するために、送信部と受信部の両端ともに多重アンテナを使用するＭ
ＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔｓ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔｓ
）技術に基盤をおいている。
【０００５】
　ＷＬＡＮの補給が活性化され、またこれを利用したアプリケーションが多様化するにつ
れて、超高処理率（ＶＨＴ：Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）を支援する次
世代ＷＬＡＮシステムは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ　ＷＬＡＮシステムの次のバージョ
ンとして、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃが新しく制定された。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ
ｃは、８０ＭＨｚ帯域幅送信及び／またはより高い帯域幅送信（例えば、１６０ＭＨｚ）
を介して、１Ｇｂｐｓ以上のデータ処理速度を支援し、主に５ＧＨｚ帯域で動作する。
【０００６】
　最近では、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃが支援するデータ処理速度よりさらに高い処理



(4) JP 2017-530583 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

率を支援するための新しいＷＬＡＮシステムに対する必要性が台頭しつつある。
【０００７】
　一名ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘまたは高効率（ＨＥＷ：Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎ
ｃｙ）ＷＬＡＮと呼ばれる次世代ＷＬＡＮスタディグループで主に論議されるＩＥＥＥ　
８０２．１１ａｘの範囲（ｓｃｏｐｅ）は、１）２．４ＧＨｚ及び５ＧＨｚなどの帯域で
８０２．１１　ＰＨＹ（ｐｈｙｓｉｃａｌ）階層とＭＡＣ（ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ
　ｃｏｎｔｒｏｌ）階層の向上、２）スペクトル効率性（ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｅｆｆｉｃ
ｉｅｎｃｙ）と領域スループット（ａｒｅａ　ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）向上、３）干渉ソ
ースが存在する環境、密集した異種ネットワーク（ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）環境及び高いユーザ負荷が存在する環境のような実際の室内環境及び室外環境
での性能向上などを含む。
【０００８】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘにおいて主に考慮されるシナリオは、ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ
　ｐｏｉｎｔ）とＳＴＡ（ｓｔａｔｉｏｎ）が多い密集環境であり、ＩＥＥＥ　８０２．
１１ａｘは、このような状況でスペクトル効率（ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃ
ｙ）と空間送信率（ａｒｅａ　ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）の改善について議論する。特に、
室内環境だけでなく、従来のＷＬＡＮで多く考慮されなかった室外環境での実質的性能改
善に関心を有する。
【０００９】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘでは、無線オフィス（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｏｆｆｉｃｅ）
、スマートホーム（ｓｍａｒｔ　ｈｏｍｅ）、スタジアム（Ｓｔａｄｉｕｍ）、ホットス
ポット（Ｈｏｔｓｐｏｔ）、ビル／アパート（ｂｕｉｌｄｉｎｇ／ａｐａｒｔｍｅｎｔ）
のようなシナリオに関心が大きく、該当シナリオに基づいてＡＰとＳＴＡが多い密集環境
でのシステム性能の向上についての議論が行われている。
【００１０】
　今後、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘでは、一つのＢＳＳ（ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ
　ｓｅｔ）での単一リンク性能向上よりは、ＯＢＳＳ（ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ｂａｓ
ｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）環境でのシステム性能の向上及び室外環境性能の改善、
及びセルラオフロード（ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｏｆｆｌｏａｄｉｎｇ）などに対する議論が
盛んになると予想される。このようなＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘの方向性は、次世代Ｗ
ＬＡＮがますます移動通信と類似の技術範囲を有するようになるのを意味する。最近、ス
モールセル（ｓｍａｌｌ　ｃｅｌｌ）及びＤ２Ｄ（Ｄｉｒｅｃｔ-ｔｏ-Ｄｉｒｅｃｔ）通
信領域で移動通信とＷＬＡＮ技術が共に論議されている状況を考慮してみると、ＩＥＥＥ
　８０２．１１ａｘに基づいた次世代ＷＬＡＮと移動通信の技術的及び事業的融合は、さ
らに盛んになると予測される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上述のように、次世代無線ＬＡＮシステムである８０２．１１ａｘシステムのための新
しいフレームフォーマット及びヌメロロジー（ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙ）に対する論議が盛
んに進められている。
【００１２】
　特に、システムのスループット（ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）を向上させるか、またはアウ
トドア環境でのＩＳＩ（ｉｎｔｅｒ-ｓｙｍｂｏｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）に対す
る堅牢性（ｒｏｂｕｓｔｎｅｓｓ）を向上させるために、与えられたシステムの帯域幅に
従来より増加したＦＦＴサイズを適用すると予想される。また、これと共に、従来の８０
２．１１ａｃシステムにおいて提案されたマルチユーザ送信方式をアップリンク状況に拡
張し、ＯＦＤＭＡ送信方式の導入に関する論議も伴われている状況である。
【００１３】
　特に、ＯＦＤＭＡ方式において使用されるトーンプランに対する議論が現在盛んに進行
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中であり、与えられた帯域幅をどんなトーンサイズに分割して使用するかが重要に論議さ
れている。また各トーンサイズ別にどのトーン位置にパイロット信号を位置させるかを決
定することもまた重要な問題である。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述の技術的課題を解決するために、本発明の実施の形態にかかるＷＬＡＮシステムの
ＳＴＡ装置及びＳＴＡ装置のデータ送信方法を提案する。
【００１５】
　本発明にかかるＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｌｏｃａｌ Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ）
システムにおけるＳＴＡ（Ｓｔａｔｉｏｎ）装置のデータ送信方法は、送信データをＦＥ
Ｃエンコードするステップと、送信データを星状図マッピングするステップと、送信デー
タにパイロットトーンを挿入するステップと、送信データに対してＩＤＦＴ（Ｉｎｖｅｒ
ｓｅ　Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行うステップと、前
記送信データをアップコンバートして、送信信号を送信するステップとを含み、前記送信
信号にＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）スキームを適用する場合、前記送信信号は、ＯＦＤＭＡ
スキームのサブキャリヤ割り当ての単位になる少なくとも一つのトーンユニットを含む。
【００１６】
　また、本発明にかかるＳＴＡ（Ｓｔａｔｉｏｎ）装置のデータ送信方法において、前記
少なくとも一つのトーンユニットは、２６トーンユニット、５２トーンユニット、または
２４２トーンユニットのうち、少なくとも一つを含むことができる。
【００１７】
　また、本発明にかかるＳＴＡ（Ｓｔａｔｉｏｎ）装置のデータ送信方法において、前記
２６トーンユニットは、２個のパイロットトーンを含み、前記５２トーンユニットは、４
個のパイロットトーンを含み、前記２４２トーンユニットは、８個のパイロットトーンを
含むことができる。
【００１８】
　また、本発明にかかるＳＴＡ（Ｓｔａｔｉｏｎ）装置のデータ送信方法において、前記
２６トーンユニットに含まれた前記２個のパイロットトーンは、前記２６トーンユニット
の７番目のトーン及び２０番目のトーンに挿入されることができる。
【００１９】
　また、本発明にかかるＳＴＡ（Ｓｔａｔｉｏｎ）装置のデータ送信方法において、前記
５２トーンユニットに含まれた前記４個のパイロットトーンは、前記５２トーンユニット
の７番目のトーン、２０番目のトーン、３３番目のトーン及び４６番目のトーンに挿入さ
れることができる。
【００２０】
　また、本発明にかかるＳＴＡ（Ｓｔａｔｉｏｎ）装置のデータ送信方法において、前記
２４２トーンユニットは、１個の前記２６トーンユニット及び４個の前記５２-トーンユ
ニットを含む場合、前記２６-トーンユニットがセンターに位置し、センターに位置した
前記２６-トーンユニットの両側のサイドに２個の５２トーンユニットがそれぞれ位置す
ることができる。
【００２１】
　本発明の実施の形態にかかるＷＬＡＮシステムにおけるＳＴＡ装置は、上述のデータ送
信方法を行うことができる。本発明の実施の形態にかかるＷＬＡＮシステムにおけるＳＴ
Ａ装置は、送信データをＦＥＣエンコードするＦＥＣエンコーダと、送信データを星状図
マッピングするマッパーと、送信データにパイロットトーンを挿入するパイロット挿入ユ
ニットと、送信データに対してＩＤＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒ
ｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行うＩＤＦＴユニットと、前記送信データをアップコン
バートして、送信信号を送信するＲＦユニットとを含み、前記送信信号にＯＦＤＭＡ（Ｏ
ｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃ
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ｃｅｓｓ）スキームを適用する場合、前記送信信号は、ＯＦＤＭＡスキームのサブキャリ
ヤ割り当ての単位になる少なくとも一つのトーンユニットを含むことができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、ＯＦＤＭＡスキーム使用時に対称性を満たしながらレガシー８０２．１１シ
ステムと互換性を最大化し、したがってレガシー８０２．１１システムの構成を最大限使
用することができるトーンプランを提案する。また、提案するトーンプランに従って対称
性（ｓｙｍｍｅｔｒｙ）及び等間隔性（ｅｑｕｉ-ｓｐａｃｅ）を最大化できるパイロッ
トプランを提案する。
【００２３】
　本発明にかかるトーンプラン及びそれに応じるパイロットの数及び位置を使用すること
によって、ＷＬＡＮシステムは、レガシーシステム構成を最大限再使用するか、または最
小限の変更で再使用でき、同時にパイロットの使用に応じる時間／周波数オフセット推定
性能もまた最適化させることができる。
【００２４】
　本発明の他の効果について、以下の実施の形態においてさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明が適用されることができるＩＥＥＥ　８０２．１１システムの一例を示す
図である。
【図２】本発明が適用されることができるＩＥＥＥ　８０２．１１システムの階層アーキ
テクチャー（ｌａｙｅｒ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）の構造を例示する図である。
【図３】本発明が適用されることができる無線通信システムのｎｏｎ-ＨＴフォーマット
ＰＰＤＵ及びＨＴフォーマットＰＰＤＵを例示する。
【図４】本発明が適用されることができる無線通信システムのＶＨＴフォーマットＰＰＤ
Ｕフォーマットを例示する。
【図５】本発明が適用されることができる無線通信システムのＰＰＤＵのフォーマットを
区分するための星状点（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ）を例示する図である。
【図６】本発明が適用されることができるＩＥＥＥ　８０２．１１システムのＭＡＣフレ
ームフォーマットを例示する。
【図７】本発明が適用されることができる無線通信システムにおけるＭＡＣフレーム内の
フレーム制御（Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールドを例示する図である。
【図８】図６によるＭＡＣフレームにおいてＨＴ　ＣｏｎｔｒｏｌフィールドのＨＴフォ
ーマットを例示する。
【図９】本発明が適用されることができる無線通信システムにおいてＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌフィールドのＶＨＴフォーマットを例示する。
【図１０】本発明が適用されることができる無線通信システムにおいて一般的なリンクセ
ットアップ（ｌｉｎｋ　ｓｅｔｕｐ）手順を説明するための図である。
【図１１】本発明が適用されることができる無線通信システムにおいて任意のバックオフ
周期とフレーム送信手順を説明するための図である。
【図１２】本発明が適用されることができる無線通信システムにおいて隠されたノード及
び露出したノードについての説明のための図である。
【図１３】本発明が適用されることができる無線通信システムにおいてRTSとCTSを説明す
るための図である。
【図１４】本発明の実施の形態にかかる５２トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユニットを
示す。
【図１５】本発明の実施の形態にかかる１０８トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユニット
を示す。
【図１６】本発明の実施の形態にかかる２４２トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユニット
を示す。
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【図１７】本発明の他の実施の形態にかかる２４２トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユニ
ットを示す。
【図１８】本発明の実施の形態にかかるパイロットトーン位置決定方法を示す。
【図１９】本発明の他の一実施の形態にかかるパイロットトーン位置決定方法を示す。
【図２０】本発明の他の一実施の形態にかかるパイロットトーン位置決定方法を示す。
【図２１】本発明の一実施の形態にかかるＳＴＡ装置を示す。
【図２２】本発明の一実施の形態にかかるＳＴＡ装置の一部をさらに詳細に示す。
【図２３】本発明の一実施の形態にかかるＳＴＡのデータ送信方法を示したフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明にかかる好ましい実施の形態を添付された図面を参照して詳細に説明する
。添付された図面と共に、以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施の形態
を説明するためのものであり、本発明が実施されうる唯一の実施の形態を表そうとするも
のではない。以下の詳細な説明は、本発明の完全な理解を提供するために、具体的な細部
事項を含む。しかしながら、当業者は、本発明がこのような具体的細部事項なしで実施さ
れうることが分かる。
【００２７】
　いくつかの場合、本発明の概念が不明になるのを避けるために、公知の構造及び装置は
省略されるか、または各構造及び装置の核心機能を中心としたブロック図の形式で示され
ることができる。
【００２８】
　以下の説明において使用される特定用語は、本発明の理解に役立つために提供されたも
のであり、このような特定用語の使用は、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲内で他
の形態に変更されることができる。
【００２９】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ-ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＮＯＭＡ（ｎｏ
ｎ-ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などのような多様な無線
接続システムに利用されることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）またはＣＤＭＡ２０００のような
無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）により具現化されることができる。ＴＤ
ＭＡは、ＧＳＭ（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（ｇｅｎｅｒａｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｒａｄｉｏ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）／ＥＤＧＥ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏ
ｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術により具現化されることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥ
ＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１（Ｗｉ-Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（Ｗ
ｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２-２０、Ｅ-ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などの
ような無線技術により具現化されることができる。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）の一部
である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊ
ｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ-ＵＴＲＡを使用す
るＥ-ＵＭＴＳ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ）の一部として、ダウンリンクでＯＦＤＭＡ
を採用しアップリンクでＳＣ-ＦＤＭＡを採用する。ＬＴＥ-Ａ（ａｄｖａｎｃｅｄ）は、
３ＧＰＰ　ＬＴＥの進化である。
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【００３０】
　本発明の実施の形態は、無線接続システムであるＩＥＥＥ　８０２、３ＧＰＰ及び３Ｇ
ＰＰ２のうち、少なくとも一つに開示された標準文書により裏付けられることができる。
すなわち、本発明の実施の形態のうち、本発明の技術的思想を明らかに表すために説明し
ないステップまたは部分は、前記文書により裏付けられることができる。また、本文書に
おいて開示しているすべての用語は、前記標準文書により説明されることができる。
【００３１】
　説明を明確にするために、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムを中心に述べるが、本発明
の技術的特徴がこれに制限されるものではない。
【００３２】
　システム一般
【００３３】
　図１は、本発明が適用されることができるＩＥＥＥ　８０２．１１システムの一例を示
す図である。
【００３４】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１構造は、複数の構成要素から構成されることができ、これらの
相互作用により上位階層に対してトランスペアレントな（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ）ステ
ーション（ＳＴＡ：Ｓｔａｔｉｏｎ）移動性を支援する無線通信システムが提供されるこ
とができる。基本サービスセット（ＢＳＳ：Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ）は、
ＩＥＥＥ　８０２．１１システムでの基本的な構成ブロックに該当できる。
【００３５】
　図１では、３個のＢＳＳ（ＢＳＳ１ないしＢＳＳ３）が存在し、それぞれのＢＳＳのメ
ンバーとして２個のＳＴＡが含まれること（ＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、ＢＳＳ１に含まれ
、ＳＴＡ３及びＳＴＡ４は、ＢＳＳ２に含まれ、ＳＴＡ５及びＳＴＡ６は、ＢＳＳ３に含
まれる）を例示的に示す。
【００３６】
　図１においてＢＳＳを示す楕円は、該当ＢＳＳに含まれたＳＴＡが通信を維持するカバ
レッジ領域を示すものと理解されることができる。この領域を基本サービス領域（ＢＳＡ
：Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｒｅａ）と称することができる。ＳＴＡがＢＳＡの外
に移動するようになると、該当ＢＳＡ内の他のＳＴＡと直接的に通信できなくなる。
【００３７】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１システムにおいて最も基本的なタイプのＢＳＳは、独立的なＢ
ＳＳ（ＩＢＳＳ：Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ＢＳＳ）である。例えば、ＩＢＳＳは、２個
のＳＴＡだけから構成された最小の形態を有することができる。また、最も単純な形態で
他の構成要素が省略されている図１のＢＳＳ３がＩＢＳＳの代表的な例示に該当できる。
このような構成は、ＳＴＡが直接通信できる場合に可能である。また、このような形態の
ＬＡＮは、予め計画されて構成されることではなく、ＬＡＮが必要な場合に構成されるこ
とができ、これをアドホック（ａｄ-ｈｏｃ）ネットワークと称することもできる。
【００３８】
　ＳＴＡのオンまたはオフ、ＳＴＡがＢＳＳ領域に入る、行く等により、ＢＳＳでのＳＴ
Ａのメンバーシップが動的に変更されることができる。ＢＳＳのメンバーになるためには
、ＳＴＡは、同期化過程を利用してＢＳＳにジョインできる。ＢＳＳ基盤構造のすべての
サービスにアクセスするためには、ＳＴＡは、ＢＳＳに連係（ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ）さ
れなければならない。このような連係（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）は、動的に設定される
ことができ、分配システムサービス（ＤＳＳ：Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ）の利用を含むことができる。
【００３９】
　８０２．１１システムにおいて直接的なＳＴＡ-対-ＳＴＡの距離は、物理階層（ＰＨＹ
：ｐｈｙｓｉｃａｌ）性能によって制限されることができる。ある場合には、このような
距離の限界が充分でありうるが、場合によっては、より遠くの距離のＳＴＡ間の通信が必
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要でありうるときもある。拡張されたカバレッジを支援するために、分配システム（ＤＳ
：Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）が構成されることができる。
【００４０】
　ＤＳは、ＢＳＳが相互接続する構造を意味する。具体的に、図１のように、ＢＳＳが独
立的に存在する代わりに、複数のＢＳＳから構成されたネットワークの拡張された形態の
構成要素としてＢＳＳが存在することもできる。
【００４１】
　ＤＳは、論理的な概念であり、分配システム媒体（ＤＳＭ：Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ
　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｍｅｄｉｕｍ）の特性によって特定されることができる。これと関連し
て、ＩＥＥＥ　８０２．１１標準では、無線媒体（ＷＭ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｍｅｄｉｕ
ｍ）と分配システム媒体（ＤＳＭ：Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｍｅｄｉ
ｕｍ）を論理的に区分している。各々の論理的媒体は、相異なる目的のために使用され、
相異なる構成要素によって使用される。ＩＥＥＥ　８０２．１１標準の定義では、このよ
うな媒体を同じことに制限することもせず相異なることに制限することもしない。このよ
うに複数の媒体が論理的に相異なるという点で、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムの構造
（ＤＳ構造または他のネットワーク構造）の柔軟性が説明されることができる。すなわち
、ＩＥＥＥ　８０２．１１システム構造は、多様に具現化されることができ、各々の具現
例の物理的な特性によって独立的に該当システム構造が特定されることができる。
【００４２】
　ＤＳは、複数のＢＳＳの途切れない（ｓｅａｍｌｅｓｓ）統合を提供し、目的地へのア
ドレスを扱うのに必要な論理的サービスを提供することによって、移動装置を支援できる
。
【００４３】
　ＡＰは、関連したＳＴＡに対してＷＭを介してＤＳへのアクセスを可能にし、ＳＴＡ機
能性を有する個体を意味する。ＡＰを介してＢＳＳ及びＤＳ間のデータ移動が行われるこ
とができる。例えば、図１に示すＳＴＡ２及びＳＴＡ３は、ＳＴＡの機能性を有し、かつ
関連したＳＴＡ（ＳＴＡ１及びＳＴＡ４）がＤＳにアクセスするようにする機能を提供す
る。また、すべてのＡＰは、基本的にＳＴＡに該当するので、すべてのＡＰは、アドレス
可能な個体である。ＷＭ上での通信のために、ＡＰによって使用されるアドレスとＤＳＭ
上での通信のために、ＡＰによって使用されるアドレスは、必ず同一である必要はない。
【００４４】
　ＡＰに関連したＳＴＡのうちの一つからそのＡＰのＳＴＡアドレスに送信されるデータ
は、常に非制御ポート（ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｐｏｒｔ）で受信され、ＩＥＥＥ　
８０２．１Ｘポートアクセス個体によって処理されることができる。また、制御ポート（
ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｐｏｒｔ）が認証されると、送信データ（またはフレーム）は、
ＤＳに伝達されることができる。
【００４５】
　任意の（ａｒｂｉｔｒａｒｙ）大きさ及び複雑度を有する無線ネットワークがＤＳ及び
ＢＳＳから構成されることができる。ＩＥＥＥ　８０２．１１システムでは、このような
方式のネットワークを拡張されたサービスセット（ＥＳＳ：Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｓｅｔ）ネットワークと称する。ＥＳＳは、一つのＤＳに接続したＢＳＳの集合
に該当できる。しかしながら、ＥＳＳは、ＤＳを含まない。ＥＳＳネットワークは、論理
リンク制御（ＬＬＣ：Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層でＩＢＳＳネッ
トワークに見える点が特徴である。ＥＳＳに含まれるＳＴＡは、互いに通信でき、移動Ｓ
ＴＡは、ＬＬＣにトランスペアレント（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ）に一つのＢＳＳから他
のＢＳＳに（同じＥＳＳ内で）移動できる。
【００４６】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１システムでは、図１でのＢＳＳの相対的な物理的位置に対して
なんにも仮定しなく、次のような形態が全部可能である。
【００４７】
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　具体的に、ＢＳＳは、部分的に重なることができ、これは、連続的なカバレッジを提供
するために一般に利用される形態である。また、ＢＳＳは、物理的に接続されていなくて
も良く、論理的には、ＢＳＳ間の距離に制限はない。また、ＢＳＳは、物理的に同じ位置
に位置でき、これは、リダンダンシー（ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ）を提供するために利用さ
れることができる。また、一つ（または一つ以上の）ＩＢＳＳまたはＥＳＳネットワーク
が一つまたはそれ以上のＥＳＳネットワークとして同じ空間に物理的に存在できる。これ
は、ＥＳＳネットワークが存在する位置にａｄ-ｈｏｃネットワークが動作する場合、相
異なる機関（ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ）によって物理的に重なるＩＥＥＥ　８０２．
１１ネットワークが構成される場合、または同じ位置で２つ以上の相異なったアクセス及
びセキュリティー政策が必要な場合などでのＥＳＳネットワーク形態に該当できる。
【００４８】
　ＷＬＡＮシステムにおけるＳＴＡは、ＩＥＥＥ　８０２．１１の媒体接続制御（ＭＡＣ
：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）／ＰＨＹ規定に従って動作する装置で
ある。ＳＴＡの機能がＡＰと個別的に区分されない限り、ＳＴＡは、ＡＰ　ＳＴＡと非-
ＡＰ　ＳＴＡ（ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡ）を含むことができる。ただし、ＳＴＡとＡＰとの
間に通信が行われるとするとき、ＳＴＡは、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡと理解されることがで
きる。図１の例示において、ＳＴＡ１、ＳＴＡ４、ＳＴＡ５及びＳＴＡ６は、ｎｏｎ-Ａ
Ｐ　ＳＴＡに該当し、ＳＴＡ２及びＳＴＡ３は、ＡＰ　ＳＴＡに該当する。
【００４９】
　Ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡは、ラップトップパソコン、移動電話機のように、一般にユーザ
が直接扱う装置に該当する。以下の説明において、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡは、無線装置（
ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、端末（ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ユーザ装置（ＵＥ：Ｕ
ｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、移動局（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、移動
端末（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、無線端末（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｅｒｍｉｎ
ａｌ）、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃ
ｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ）、ネットワークインタフェース装置（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ　ｄｅｖｉｃｅ）、ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ-Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎ）装置、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ-ｔｏ-Ｍａｃｈｉｎｅ）装置などと呼ぶことがで
きる。
【００５０】
　また、ＡＰは、他の無線通信分野での基地局（ＢＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ノ
ード-Ｂ（Ｎｏｄｅ-Ｂ）、発展したノード-Ｂ（ｅＮＢ：ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ-Ｂ）
、基底送受信システム（ＢＴＳ：Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、
フェムト基地局（Ｆｅｍｔｏ　ＢＳ）などに対応する概念である。
【００５１】
　以下、本明細書においてダウンリンク（ＤＬ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ）は、ＡＰからｎｏｎ
-ＡＰ　ＳＴＡへの通信を意味し、アップリンク（ＵＬ：ｕｐｌｉｎｋ）は、ｎｏｎ-ＡＰ
　ＳＴＡからＡＰへの通信を意味する。ダウンリンクにおける送信機は、ＡＰの一部で、
受信機は、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡの一部でありうる。アップリンクにおける送信機は、ｎ
ｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡの一部で、受信機は、ＡＰの一部でありうる。
【００５２】
　図２は、本発明が適用されることができるＩＥＥＥ　８０２．１１システムの階層アー
キテクチャー（ｌａｙｅｒ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）の構造を例示する図である。
【００５３】
　図２を参照すると、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムの階層アーキテクチャーは、ＭＡ
Ｃ副階層（ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒ）とＰＨＹ副階層（ＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒ）を
含むことができる。
【００５４】
　ＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒは、ＰＬＣＰ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｎｖｅ
ｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）個体（ｅｎｔｉｔｙ）とＰＭＤ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
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　Ｍｅｄｉｕｍ　Ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ）個体とに区分されることもできる。この場合、Ｐ
ＬＣＰ個体は、ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒとデータフレームとを接続する機能を果たし、
ＰＭＤ個体は、２個またはそれ以上のＳＴＡとデータとを無線で送受信する機能を果たす
。
【００５５】
　ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒとＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒとも、管理個体（Ｍａｎａｇｅ
ｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）を含むことができ、それぞれＭＡＣサブ階層管理個体（ＭＬＭ
Ｅ：ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）とＰＨＹサブ階
層管理個体（ＰＬＭＥ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｕｂｌａｙｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　
Ｅｎｔｉｔｙ）と呼ぶことができる。これらの管理個体は、階層管理関数の動作を介して
階層管理サービスインタフェースを提供する。ＭＬＭＥは、ＰＬＭＥに接続されてＭＡＣ
　ｓｕｂｌａｙｅｒの管理動作（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）を行うこ
とができ、同様に、ＰＬＭＥもＭＬＭＥに接続されてＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒの管理動
作（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）を行うことができる。
【００５６】
　正確なＭＡＣ動作を提供するために、ＳＭＥ（Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　Ｅｎｔｉｔｙ）が各ＳＴＡ内に存在できる。ＳＭＥは、各階層と独立的な管理個体であ
って、ＭＬＭＥとＰＬＭＥから階層基盤状態情報を収集するか、または各階層の特定パラ
メータの値を設定する。ＳＭＥは、一般システム管理個体の代わりに、このような機能を
行うことができ、標準管理プロトコルを具現できる。
【００５７】
　ＭＬＭＥ、ＰＬＭＥ及びＳＭＥは、プリミティブ（ｐｒｉｍｉｔｉｖｅ）を基盤とする
多様な方法で相互作用（ｉｎｔｅｒａｃｔ）できる。具体的に、ＸＸ-ＧＥＴ．ｒｅｑｕ
ｅｓｔプリミティブは、管理情報ベース属性（ＭＩＢ　ａｔｔｒｉｂｕｔｅ：Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅ　ａｔｔｒｉｂｕｔｅ）の値を要請する
ために使用され、ＸＸ-ＧＥＴ．ｃｏｎｆｉｒｍプリミティブは、状態が「ＳＵＣＣＥＳ
Ｓ」であると、該当ＭＩＢ属性値をリターン（ｒｅｔｕｒｎ）し、その他の場合には、状
態フィールドにエラー表示をしてリターンする。ＸＸ-ＳＥＴ．ｒｅｑｕｅｓｔプリミテ
ィブは、指定されたＭＩＢ属性を与えた値に設定するように要請するために使用される。
ＭＩＢ属性が特定動作を意味している場合、この要請は、その特定動作の実行を要請する
。そして、ＸＸ-ＳＥＴ．ｃｏｎｆｉｒｍプリミティブは、状態が「ＳＵＣＣＥＳＳ」で
あると、これは指定されたＭＩＢ属性が要請された値に設定されたことを意味する。その
他の場合には、状態フィールドは、エラー状況を表す。このＭＩＢ属性が特定動作を意味
する場合、このプリミティブは、該当動作が行われたことを確認してくれることができる
。
【００５８】
　各ｓｕｂｌａｙｅｒでの動作を簡略に説明すると、以下のとおりである。
【００５９】
　ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒは、上位階層（例えば、ＬＬＣ階層）から伝達されたＭＡＣ
サービスデータユニット（ＭＳＤＵ：ＭＡＣ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）ま
たはＭＳＤＵのフラグメント（ｆｒａｇｍｅｎｔ）にＭＡＣヘッダ（ｈｅａｄｅｒ）とフ
レームチェックシーケンス（ＦＣＳ：Ｆｒａｍｅ　Ｃｈｅｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）を付
着して、一つ以上のＭＡＣプロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ：ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃ
ｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）を生成する。生成されたＭＰＤＵは、ＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙ
ｅｒに伝達される。
【００６０】
　Ａ-ＭＳＤＵ（ａｇｇｒｅｇａｔｅｄ　ＭＳＤＵ）技法（ｓｃｈｅｍｅ）が用いられる
場合、複数のＭＳＤＵは、単一のＡ-ＭＳＤＵ（ａｇｇｒｅｇａｔｅｄ　ＭＳＤＵ）に併
合されることができる。ＭＳＤＵ併合動作は、ＭＡＣ上位階層で行われることができる。
Ａ-ＭＳＤＵは、単一のＭＰＤＵ（フラグメント化（ｆｒａｇｍｅｎｔ）されない場合）
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でＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒに伝達される。
【００６１】
　ＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒは、ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒから伝達された物理サービス
データユニット（ＰＳＤＵ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）
に物理階層送受信機により必要な情報を含む付加フィールドを付け加えて、物理プロトコ
ルデータユニット（ＰＰＤＵ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉ
ｔ）を生成する。ＰＰＤＵは、無線媒体を介して送信される。
【００６２】
　ＰＳＤＵは、ＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒがＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒから受信したもの
であり、ＭＰＤＵは、ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒがＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒに送信した
ものであるから、ＰＳＤＵは、実質的にＭＰＤＵと同一である。
【００６３】
　Ａ-ＭＰＤＵ（ａｇｇｒｅｇａｔｅｄ　ＭＰＤＵ）技法（ｓｃｈｅｍｅ）が用いられる
場合、複数のＭＰＤＵ（このとき、各ＭＰＤＵは、Ａ-ＭＳＤＵを運ぶことができる。）
は、単一のＡ-ＭＰＤＵに併合されることができる。ＭＰＤＵ併合動作は、ＭＡＣ下位階
層で行われることができる。Ａ-ＭＰＤＵは、多様なタイプのＭＰＤＵ（例えば、ＱｏＳ
データ、ＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）、ブロックＡＣＫ（Ｂｌｏｃｋ　Ａｃｋ）等
）が併合されることができる。ＰＨＹ　ｓｕｂｌａｙｅｒは、ＭＡＣ　ｓｕｂｌａｙｅｒ
から単一のＰＳＤＵとしてＡ-ＭＰＤＵを受信する。すなわち、ＰＳＤＵは、複数のＭＰ
ＤＵから構成される。したがって、Ａ-ＭＰＤＵは、単一のＰＰＤＵ内で無線媒体を介し
て送信される。
【００６４】
　ＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）フォーマット
【００６５】
　ＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）は、物理階層
から発生されるデータブロックを意味する。以下、本発明が適用されうるＩＥＥＥ　８０
２．１１　ＷＬＡＮシステムに基づいてＰＰＤＵフォーマットを説明する。
【００６６】
　図３は、本発明が適用されうる無線通信システムのｎｏｎ-ＨＴフォーマットＰＰＤＵ
及びＨＴフォーマットＰＰＤＵを例示する。
【００６７】
　図３の（ａ）は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ／ｇシステムを支援するためのｎｏｎ-Ｈ
ＴフォーマットＰＰＤＵを例示する。ｎｏｎ-ＨＴ　ＰＰＤＵは、レガシー（ｌｅｇａｃ
ｙ）ＰＰＤＵとも呼ばれることができる。
【００６８】
　図３の（ａ）を参照すると、ｎｏｎ-ＨＴフォーマットＰＰＤＵは、Ｌ-ＳＴＦ（Ｌｅｇ
ａｃｙ（またはＮｏｎ-ＨＴ）Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、Ｌ-ＬＴＦ
（Ｌｅｇａｃｙ（またはＮｏｎ-ＨＴ）Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）及び
Ｌ-ＳＩＧ（Ｌｅｇａｃｙ（またはＮｏｎ-ＨＴ）ＳＩＧＮＡＬ）フィールドから構成され
るレガシーフォーマットプリアンブルとデータフィールドとを含む。
【００６９】
　Ｌ-ＳＴＦは、短いトレーニングＯＦＤＭ（ｓｈｏｒｔ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｏｒｔｈ
ｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｓ
ｙｍｂｏｌ）シンボルを含むことができる。Ｌ-ＳＴＦは、フレームタイミング獲得（ｆ
ｒａｍｅ　ｔｉｍｉｎｇ　ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ）、自動利得制御（ＡＧＣ：Ａｕｔｏ
ｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）、ダイバーシチ検出（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｄ
ｅｔｅｃｔｉｏｎ）、概略的な周波数／時間同期化（ｃｏａｒｓｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
／ｔｉｍｅ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ）のために使用されることができる。
【００７０】
　Ｌ-ＬＴＦは、長いトレーニングＯＦＤＭシンボル（ｌｏｎｇ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｏ
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ｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎ
ｇ　ｓｙｍｂｏｌ）を含むことができる。Ｌ-ＬＴＦは、精密な周波数／時間同期化（ｆ
ｉｎｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ／ｔｉｍｅ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ）及びチャネ
ル推定（ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ）のために使用されることができる。
【００７１】
　Ｌ-ＳＩＧフィールドは、データフィールドの復調及びデコードのための制御情報を送
信するために使用されることができる。Ｌ-ＳＩＧフィールドは、データ率（ｄａｔａ　
ｒａｔｅ）、データ長（ｄａｔａ　ｌｅｎｇｔｈ）に対する情報を含むことができる。
【００７２】
　図３の（ｂ）は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎシステム及びＩＥＥＥ　８０２．１１ａ／
ｇシステムを全部支援するためのＨＴ混合フォーマットＰＰＤＵ（ＨＴ-ｍｉｘｅｄ　ｆ
ｏｒｍａｔ　ＰＰＤＵ）を例示する。
【００７３】
　図３の（ｂ）を参照すると、ＨＴ混合フォーマットＰＰＤＵは、Ｌ-ＳＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ
及びＬ-ＳＩＧフィールドから構成されるレガシーフォーマットプリアンブルとＨＴ-ＳＩ
Ｇ（ＨＴ-Ｓｉｇｎａｌ）フィールド、ＨＴ-ＳＴＦ（ＨＴ　Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎ
ｇ　ｆｉｅｌｄ）、ＨＴ-ＬＴＦ（ＨＴ　Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）か
ら構成されるＨＴフォーマットプリアンブル及びデータフィールドを含んで構成される。
【００７４】
　Ｌ-ＳＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ及びＬ-ＳＩＧフィールドは、下位互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　
ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）のためのレガシーフィールドを意味するので、Ｌ-ＳＴＦ
からＬ-ＳＩＧフィールドまでｎｏｎ-ＨＴフォーマットと同一である。Ｌ-ＳＴＡは、Ｈ
Ｔ混合ＰＰＤＵを受信してもＬ-ＬＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ及びＬ-ＳＩＧフィールドを介してデ
ータフィールドを解析できる。ただし、Ｌ-ＬＴＦは、ＨＴ-ＳＴＡがＨＴ混合ＰＰＤＵを
受信しＬ-ＳＩＧフィールド及びＨＴ-ＳＩＧフィールドを復調するために行うチャネル推
定のための情報をさらに含むことができる。
【００７５】
　ＨＴ-ＳＴＡは、レガシーフィールドの後にくるＨＴ-ＳＩＧフィールド利用して、ＨＴ
-混合フォーマットＰＰＤＵであることが分かり、これに基づいてデータフィールドをデ
コードできる。
【００７６】
　ＨＴ-ＬＴＦフィールドは、データフィールドの復調のためのチャネル推定に使用され
ることができる。ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎは、ＳＵ-ＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ-Ｕｓｅｒ
　Ｍｕｌｔｉ-Ｉｎｐｕｔ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉ-Ｏｕｔｐｕｔ）を支援するので、複数の
空間ストリームに送信されるデータフィールドの各々に対して、チャネル推定のためにＨ
Ｔ-ＬＴＦフィールドは、複数から構成されることができる。
【００７７】
　ＨＴ-ＬＴＦフィールドは、空間ストリームに対するチャネル推定のために使用される
データＨＴ-ＬＴＦ（ｄａｔａ　ＨＴ-ＬＴＦ）とフルチャネルサウンディング（ｆｕｌｌ
　ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ）のために追加的に使用される拡張ＨＴ-ＬＴＦ（
ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ＨＴ-ＬＴＦ）から構成されることができる。したがって、複数の
ＨＴ-ＬＴＦは、送信される空間ストリームの数より同じであるか、または多くありうる
。
【００７８】
　ＨＴ-混合フォーマットＰＰＤＵは、Ｌ-ＳＴＡも受信してデータを獲得できるようにす
るために、Ｌ-ＳＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ及びＬ-ＳＩＧフィールドが最も速く送信される。以後
、ＨＴ-ＳＴＡのために送信されるデータの復調及びデコードのためにＨＴ-ＳＩＧフィー
ルドが送信される。
【００７９】
　ＨＴ-ＳＩＧフィールドまでは、ビーム形成を行わないで送信して、Ｌ-ＳＴＡ及びＨＴ
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-ＳＴＡが該当ＰＰＤＵを受信してデータを獲得できるようにし、以後に送信されるＨＴ-
ＳＴＦ、ＨＴ-ＬＴＦ及びデータフィールドは、プリコーディングを介した無線信号送信
が行われる。ここで、プリコーディングをして受信するＳＴＡでプリコーディングにより
電力が可変される部分を勘案できるように、ＨＴ-ＳＴＦフィールドを送信し、その以後
に複数のＨＴ-ＬＴＦ及びデータフィールドを送信する。
【００８０】
　図３の（ｃ）は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎシステムのみを支援するためのＨＴ-ＧＦ
フォーマットＰＰＤＵ（ＨＴ-ｇｒｅｅｎｆｉｅｌｄ　ｆｏｒｍａｔ　ＰＰＤＵ）を例示
する。
【００８１】
　図３の（ｃ）を参照すると、ＨＴ-ＧＦフォーマットＰＰＤＵは、ＨＴ-ＧＦ-ＳＴＦ、
ＨＴ-ＬＴＦ１、ＨＴ-ＳＩＧフィールド、複数のＨＴ-ＬＴＦ２及びデータフィールドを
含む。
【００８２】
　ＨＴ-ＧＦ-ＳＴＦは、フレームタイミング獲得及びＡＧＣのために使用される。
【００８３】
　ＨＴ-ＬＴＦ１は、チャネル推定のために使用される。
【００８４】
　ＨＴ-ＳＩＧフィールドは、データフィールドの復調及びデコードのために使用される
。
【００８５】
　ＨＴ-ＬＴＦ２は、データフィールドの復調のためのチャネル推定に使用される。同様
に、ＨＴ-ＳＴＡは、ＳＵ-ＭＩＭＯを使用するので、複数の空間ストリームに送信される
データフィールドの各々に対してチャネル推定を要するので、ＨＴ-ＬＴＦ２は、複数か
ら構成されることができる。
【００８６】
　複数のＨＴ-ＬＴＦ２は、ＨＴ混合ＰＰＤＵのＨＴ-ＬＴＦフィールドと同様に、複数の
Ｄａｔａ　ＨＴ-ＬＴＦと複数の拡張ＨＴ-ＬＴＦから構成されることができる。
【００８７】
　図３の（ａ）ないし（ｃ）におけるデータフィールドは、ペイロード（ｐａｙｌｏａｄ
）として、サービスフィールド（ＳＥＲＶＩＣＥ　ｆｉｅｌｄ）、スクランブルされたＰ
ＳＤＵ（ｓｃｒａｍｂｌｅｄ　ＰＳＤＵ）フィールド、テールビット（Ｔａｉｌ　ｂｉｔ
ｓ）、パディングビット（ｐａｄｄｉｎｇ　ｂｉｔｓ）を含むことができる。データフィ
ールドのすべてのビットは、スクランブルされる。
【００８８】
　図３の（ｄ）は、データフィールドに含まれるサービスフィールドを示す。サービスフ
ィールドは、１６ビットを有する。各ビットは、０番から１５番まで付与され、０番ビッ
トから順次に送信される。０番から６番ビットは、０に設定され、受信端内のデスクラン
ブラー（ｄｅｓｃｒａｍｂｌｅｒ）を同期化するために使用される。
【００８９】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃ　ＷＬＡＮシステムは、無線チャネルを效率的に利用する
ために、複数のＳＴＡが同時にチャネルにアクセスするダウンリンクＭＵ-ＭＩＭＯ（Ｍ
ｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ
）方式の送信を支援する。ＭＵ-ＭＩＭＯ送信方式によれば、ＡＰがＭＩＭＯペアリング
（ｐａｉｒｉｎｇ）された一つ以上のＳＴＡに同時にパケットを送信できる。
【００９０】
　ＤＬ　ＭＵ送信（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｍｕｌｔｉ-ｕｓｅｒ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ）は、一つ以上のアンテナを介してＡＰが同じ時間資源を介してＰＰＤＵを複数のｎｏ
ｎ-ＡＰ　ＳＴＡに送信する技術を意味する。
【００９１】
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　以下、ＭＵ　ＰＰＤＵは、ＭＵ-ＭＩＭＯ技術またはＯＦＤＭＡ技術を利用して一つ以
上のＳＴＡのための一つ以上のＰＳＤＵを伝達するＰＰＤＵを意味する。そして、ＳＵ　
ＰＰＤＵは、一つのＰＳＤＵのみを伝達できるか、またはＰＳＤＵが存在しないフォーマ
ットを有したＰＰＤＵを意味する。
【００９２】
　ＭＵ-ＭＩＭＯ送信のために、８０２．１１ｎ制御情報の大きさに比べてＳＴＡに送信
される制御情報の大きさが相対的に大きくありうる。ＭＵ-ＭＩＭＯ支援のために追加的
に要求される制御情報の一例として、各ＳＴＡにより受信される空間的ストリーム（ｓｐ
ａｔｉａｌ　ｓｔｒｅａｍ）の数を指示する情報、各ＳＴＡに送信されるデータの変調及
びコーディング関連情報などがこれに該当することができる。
【００９３】
　したがって、複数のＳＴＡに同時にデータサービスを提供するためにＭＵ-ＭＩＭＯ送
信が行われるとき、送信される制御情報の大きさは、受信するＳＴＡの数に応じて増加さ
れることができる。
【００９４】
　このように増加される制御情報の大きさを效率的に送信するために、ＭＵ-ＭＩＭＯ送
信のために要求される複数の制御情報は、すべてのＳＴＡに共通的に要求される共通制御
情報（ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と特定ＳＴＡに個別的
に要求される専用制御情報（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）の２とおりのタイプの情報に区分して送信されることができる。
【００９５】
　図４は、本発明が適用されることができる無線通信システムのＶＨＴフォーマットＰＰ
ＤＵフォーマットを例示する。
【００９６】
　図４は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃシステムを支援するためのＶＨＴフォーマットＰ
ＰＤＵ（ＶＨＴ　ｆｏｒｍａｔ　ＰＰＤＵ）を例示する。
【００９７】
　図４を参照すると、ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵは、Ｌ-ＳＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ及びＬ-Ｓ
ＩＧフィールドを含むレガシーフォーマットプリアンブルとＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａ（ＶＨＴ-
Ｓｉｇｎａｌ-Ａ）フィールド、ＶＨＴ-ＳＴＦ（ＶＨＴ　Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ
　Ｆｉｅｌｄ）、ＶＨＴ-ＬＴＦ（ＶＨＴ　Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）
、ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ｂ（ＶＨＴ-Ｓｉｇｎａｌ-Ｂ）フィールドから構成されるＶＨＴフォー
マットプリアンブル及びデータフィールドを含む。
【００９８】
　Ｌ-ＳＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ及びＬ-ＳＩＧは、下位互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａ
ｔｉｂｉｌｉｔｙ）のためのレガシーフィールドを表すので、Ｌ-ＳＴＦからＬ-ＳＩＧフ
ィールドまでｎｏｎ-ＨＴフォーマットと同一である。ただし、Ｌ-ＬＴＦは、Ｌ-ＳＩＧ
フィールド及びＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドを復調するために行うチャネル推定のための
情報をさらに含むことができる。
【００９９】
　Ｌ-ＳＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ、Ｌ-ＳＩＧフィールド及びＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドは、２
０ＭＨｚチャネル単位に繰り返されて送信されることができる。例えば、ＰＰＤＵが４個
の２０ＭＨｚチャネル（すなわち、８０ＭＨｚ帯域幅）を介して送信されるとき、Ｌ-Ｓ
ＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ、Ｌ-ＳＩＧフィールド及びＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドは、毎２０ＭＨ
ｚチャネルで繰り返されて送信されることができる。
【０１００】
　ＶＨＴ-ＳＴＡは、レガシーフィールドの後にくるＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドを使用
して、ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵであることが分かり、これに基づいてデータフィール
ドをデコードできる。
【０１０１】
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　ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵは、Ｌ-ＳＴＡも受信してデータを獲得できるようにする
ために、Ｌ-ＳＴＦ、Ｌ-ＬＴＦ及びＬ-ＳＩＧフィールドが最も速く送信される。以後、
ＶＨＴ-ＳＴＡのために送信されるデータの復調及びデコードのために、ＶＨＴ-ＳＩＧ-
Ａフィールドが送信される。
【０１０２】
　ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドは、ＡＰとＭＩＭＯペアリングされた（ｐａｉｒｅｄ）Ｖ
ＨＴ ＳＴＡに共通する制御情報送信のためのフィールドであって、これは、受信された
ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵを解析するための制御情報を含んでいる。
【０１０３】
　ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドは、ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａ１フィールドとＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａ２
フィールドを含むことができる。
【０１０４】
　ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａ１フィールドは、使用するチャネル帯域幅（ＢＷ：ｂａｎｄｗｉｄｔ
ｈ）情報、時空間ブロックコーディング（ＳＴＢＣ：Ｓｐａｃｅ　Ｔｉｍｅ　Ｂｌｏｃｋ
　Ｃｏｄｉｎｇ）の適用有無、ＭＵ-ＭＩＭＯでグループ化されたＳＴＡのグループを指
示するためのグループ識別情報（Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ：Ｇｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ
）、使用されるストリームの数（ＮＳＴＳ：Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｓｐａｃｅ-ｔｉｍｅ
　ｓｔｒｅａｍ）／部分ＡＩＤ（Ｐａｒｔｉａｌ　ＡＩＤ（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ））に対する情報及び送信パワーセーブ禁止（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐ
ｏｗｅｒ　ｓａｖｅ　ｆｏｒｂｉｄｄｅｎ）情報を含むことができる。ここで、Ｇｒｏｕ
ｐ　ＩＤは、ＭＵ-ＭＩＭＯ送信を支援するために送信対象ＳＴＡグループに対して割り
当てられる識別子を意味し、現在使用されたＭＩＭＯ送信方法がＭＵ-ＭＩＭＯであるか
、またはＳＵ-ＭＩＭＯであるかを表すことができる。
【０１０５】
　ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａ２フィールドは、短い保護区間（ＧＩ：Ｇｕａｒｄ　Ｉｎｔｅｒｖａ
ｌ）の使用有無に対する情報、フォワードエラー訂正（ＦＥＣ：Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｅｒｒ
ｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）情報、単一ユーザに対するＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）に関する情報、複数ユーザに対するチャネルコ
ーディングの種類に関する情報、ビーム形成関連情報、ＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕ
ｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋｉｎｇ）のための冗長ビット（ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｂｉｔ
ｓ）と畳み込みデコーダ（ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　ｄｅｃｏｄｅｒ）のテールビッ
ト（ｔａｉｌ　ｂｉｔ）などを含むことができる。
【０１０６】
　ＶＨＴ-ＳＴＦは、ＭＩＭＯ送信においてＡＧＣ推定の性能を改善するために使用され
る。
【０１０７】
　ＶＨＴ-ＬＴＦは、ＶＨＴ-ＳＴＡがＭＩＭＯチャネルを推定するのに使用される。ＶＨ
Ｔ　ＷＬＡＮシステムは、ＭＵ-ＭＩＭＯを支援するから、ＶＨＴ-ＬＴＦは、ＰＰＤＵが
送信される空間ストリームの数だけ設定されることができる。追加的に、フルチャネルサ
ウンディング（ｆｕｌｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ）が支援される場合、ＶＨ
Ｔ-ＬＴＦの数は、より多くなることができる。
【０１０８】
　ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ｂフィールドは、ＭＵ-ＭＩＭＯペアリングされた複数のＶＨＴ-ＳＴＡ
がＰＰＤＵを受信してデータを獲得するのに必要な専用制御情報を含む。したがって、Ｖ
ＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドに含まれた共用制御情報が現在受信されたＰＰＤＵがＭＵ-Ｍ
ＩＭＯ送信を指示した場合においてのみ、ＶＨＴ-ＳＴＡは、ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ｂをデコー
ドするよう設計されることができる。これに対し、共用制御情報が現在受信されたＰＰＤ
Ｕが単一ＶＨＴ-ＳＴＡのためのもの（ＳＵ-ＭＩＭＯを含む）であることを指示した場合
、ＳＴＡは、ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ｂフィールドをデコードしないように設計されることができ
る。
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【０１０９】
　ＶＨＴ-ＳＩＧ-Ｂフィールドは、各ＶＨＴ-ＳＴＡの変調、エンコーディング及びレー
トマッチング（ｒａｔｅ-ｍａｔｃｈｉｎｇ）に対する情報を含むことができる。ＶＨＴ-
ＳＩＧ-Ｂフィールドの大きさは、ＭＩＭＯ送信の類型（ＭＵ-ＭＩＭＯまたはＳＵ-ＭＩ
ＭＯ）及びＰＰＤＵ送信のために使用するチャネル帯域幅に応じて異なりうる。
【０１１０】
　ＭＵ-ＭＩＭＯを支援するシステムにおいて同じ大きさのＰＰＤＵをＡＰにペアリング
されたＳＴＡに送信するために、ＰＰＤＵを構成するデータフィールドのビット大きさを
指示する情報及び／または特定フィールドを構成するビットストリーム大きさを指示する
情報がＶＨＴ-ＳＩＧ-Ａフィールドに含まれることができる。
【０１１１】
　ただし、効果的にＰＰＤＵフォーマットを使用するために、Ｌ-ＳＩＧフィールドが使
用されることもできる。同じ大きさのＰＰＤＵがすべてのＳＴＡに送信されるために、Ｌ
-ＳＩＧフィールド内に含まれて送信される長さフィールド（ｌｅｎｇｔｈ　ｆｉｅｌｄ
）及びレートフィールド（ｒａｔｅ　ｆｉｅｌｄ）が必要な情報を提供するために使用さ
れることができる。この場合、ＭＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉ
ｔ）及び／またはＡ-ＭＰＤＵ（Ａｇｇｒｅｇａｔｅ　ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａ
ｔａ　Ｕｎｉｔ）がＭＡＣ階層のバイト（またはオクテット（ｏｃｔ：ｏｃｔｅｔ））に
基づいて設定されるので、物理階層で追加的なパディング（ｐａｄｄｉｎｇ）が要求され
ることができる。
【０１１２】
　図４においてデータフィールドは、ペイロード（ｐａｙｌｏａｄ）として、サービスフ
ィールド（ＳＥＲＶＩＣＥ　ｆｉｅｌｄ）、スクランブルされたＰＳＤＵ（ｓｃｒａｍｂ
ｌｅｄ　ＰＳＤＵ）、テールビット（ｔａｉｌ　ｂｉｔｓ）、パディングビット（ｐａｄ
ｄｉｎｇ　ｂｉｔｓ）を含むことができる。
【０１１３】
　上述のように、様々なＰＰＤＵのフォーマットが混合して使用されるから、ＳＴＡは、
受信したＰＰＤＵのフォーマットを区分できなければならない。
【０１１４】
　ここで、ＰＰＤＵを区分するという意味（またはＰＰＤＵフォーマットを区分するとい
う意味）は、多様な意味を有することができる。例えば、ＰＰＤＵを区分するという意味
は、受信したＰＰＤＵがＳＴＡによりデコード（または解析）が可能なＰＰＤＵであるか
どうかに対して判断するという意味を含むことができる。また、ＰＰＤＵを区分するとい
う意味は、受信したＰＰＤＵがＳＴＡにより支援可能なＰＰＤＵであるかどうかに対して
判断するという意味でありうる。また、ＰＰＤＵを区分するという意味は、受信したＰＰ
ＤＵを介して送信された情報がいかなる情報であるかを区分するという意味としても解析
できる。
【０１１５】
　これについて、以下の図面を参照してさらに詳細に説明する。
【０１１６】
　図５は、本発明が適用されることができる無線通信システムのＰＰＤＵのフォーマット
を区分するための星状点（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ）を例示する図である。
【０１１７】
　図５の（ａ）は、ｎｏｎ-ＨＴフォーマットＰＰＤＵに含まれるＬ-ＳＩＧフィールドの
星状点（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ）を例示し、図５の（ｂ）は、ＨＴ混合フォーマッ
トＰＰＤＵ検出のための位相回転（ｐｈａｓｅ　ｒｏｔａｔｉｏｎ）を例示し、図５の（
ｃ）は、ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵ検出のための位相回転（ｐｈａｓｅ　ｒｏｔａｔｉ
ｏｎ）を例示する。
【０１１８】
　ＳＴＡがｎｏｎ-ＨＴフォーマットＰＰＤＵ、ＨＴ-ＧＦフォーマットＰＰＤＵ、ＨＴ混
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合フォーマットＰＰＤＵ及びＶＨＴフォーマットＰＰＤＵを区分（ｃｌａｓｓｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）するために、Ｌ-ＳＩＧフィールド及びＬ-ＳＩＧフィールド以後に送信される
ＯＦＤＭシンボルの星状（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ）の位相（ｐｈａｓｅ）が使用さ
れる。すなわち、ＳＴＡは、受信したＰＰＤＵのＬ-ＳＩＧフィールド及び／またはＬ-Ｓ
ＩＧフィールド以後に送信されるＯＦＤＭシンボルの星状の位相に基づいてＰＰＤＵフォ
ーマットを区分できる。
【０１１９】
　図５の（ａ）を参照すると、Ｌ-ＳＩＧフィールドを構成するＯＦＤＭシンボルは、Ｂ
ＰＳＫ（Ｂｉｎａｒｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）が利用される。
【０１２０】
　まず、ＨＴ-ＧＦフォーマットＰＰＤＵを区分するために、ＳＴＡは、受信したＰＰＤ
Ｕで最初のＳＩＧフィールドが感知されると、Ｌ-ＳＩＧフィールド認知であるかどうか
を判断する。すなわち、ＳＴＡは、図５の（ａ）の例示のような星状を基盤としてデコー
ドを試みる。ＳＴＡがデコードに失敗すると、該当ＰＰＤＵがＨＴ-ＧＦフォーマットＰ
ＰＤＵであると判断できる。
【０１２１】
　次に、ｎｏｎ-ＨＴフォーマットＰＰＤＵ、ＨＴ混合フォーマットＰＰＤＵ及びＶＨＴ
フォーマットＰＰＤＵを区分（ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ）するために、Ｌ-ＳＩＧ
フィールド以後に送信されるＯＦＤＭシンボルの星状の位相が使用されることができる。
すなわち、Ｌ-ＳＩＧフィールド以後に送信されるＯＦＤＭシンボルの変調方法が互いに
異なることができ、ＳＴＡは、受信したＰＰＤＵのＬ-ＳＩＧフィールド以後のフィール
ドに対する変調方法に基づいてＰＰＤＵフォーマットを区分できる。
【０１２２】
　図５の（ｂ）を参照すると、ＨＴ混合フォーマットＰＰＤＵを仕分けするために、ＨＴ
混合フォーマットＰＰＤＵでＬ-ＳＩＧフィールド以後に送信される２個のＯＦＤＭシン
ボルの位相が使用されることができる。
【０１２３】
　さらに具体的に、ＨＴ混合フォーマットＰＰＤＵでＬ-ＳＩＧフィールド以後に送信さ
れるＨＴ-ＳＩＧフィールドに対応するＯＦＤＭシンボル＃１及びＯＦＤＭシンボル＃２
の位相は、全部半時計方向に９０度だけ回転される。すなわち、ＯＦＤＭシンボル＃１及
びＯＦＤＭシンボル＃２に対した変調方法は、ＱＢＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｂｉ
ｎａｒｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）が利用される。ＱＢＰＳＫ星状は、
ＢＰＳＫ星状に基づいて半時計方向に９０度だけ位相が回転した星状でありうる。
【０１２４】
　ＳＴＡは、受信したＰＰＤＵのＬ-ＳＩＧフィールドの次に送信されるＨＴ-ＳＩＧフィ
ールドに対応する第１ＯＦＤＭシンボル及び第２ＯＦＤＭシンボルを図５の（ｂ）の例示
のような星状に基づいてデコードを試みる。ＳＴＡがデコードに成功すると、該当ＰＰＤ
ＵがＨＴフォーマットＰＰＤＵであると判断する。
【０１２５】
　次に、ｎｏｎ-ＨＴフォーマットＰＰＤＵ及びＶＨＴフォーマットＰＰＤＵを区分する
ために、Ｌ-ＳＩＧフィールド以後に送信されるＯＦＤＭシンボルの星状の位相が使用さ
れることができる。
【０１２６】
　図５の（ｃ）を参照すると、ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵを区分（ｃｌａｓｓｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ）するために、ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵでＬ-ＳＩＧフィールド以後に送
信される２個のＯＦＤＭシンボルの位相が使用されることができる。
【０１２７】
　さらに具体的に、ＶＨＴフォーマットＰＰＤＵでＬ-ＳＩＧフィールド以後のＶＨＴ-Ｓ
ＩＧ-Ａフィールドに対応するＯＦＤＭシンボル＃１の位相は回転されないが、ＯＦＤＭ
シンボル＃２の位相は、半時計方向に９０度だけ回転される。すなわち、ＯＦＤＭシンボ
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ル＃１に対した変調方法は、ＢＰＳＫが利用され、ＯＦＤＭシンボル＃２に対した変調方
法は、ＱＢＰＳＫが利用される。
【０１２８】
　ＳＴＡは受信したＰＰＤＵのＬ-ＳＩＧフィールドの次に送信されるＶＨＴ-ＳＩＧフィ
ールドに対応する第１ＯＦＤＭシンボル及び第２ＯＦＤＭシンボルを図５の（ｃ）の例示
のような星状に基づいてデコードを試みる。ＳＴＡがデコードに成功すると、該当ＰＰＤ
ＵがＶＨＴフォーマットＰＰＤＵであると判断できる。
【０１２９】
　反面、デコードに失敗すると、ＳＴＡは、該当ＰＰＤＵがｎｏｎ-ＨＴフォーマットＰ
ＰＤＵであると判断できる。
【０１３０】
　ＭＡＣフレームフォーマット
【０１３１】
　図６は、本発明が適用されることができるＩＥＥＥ　８０２．１１システムのＭＡＣフ
レームフォーマットを例示する。
【０１３２】
　図６を参照すると、ＭＡＣフレーム（すなわち、ＭＰＤＵ）は、ＭＡＣヘッダ（ＭＡＣ
　Ｈｅａｄｅｒ）、フレーム本体（Ｆｒａｍｅ　Ｂｏｄｙ）及びフレームチェックシーケ
ンス（ＦＣＳ：ｆｒａｍｅ　ｃｈｅｃｋ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）から構成される。
【０１３３】
　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒは、フレーム制御（Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールド、
持続時間／識別子（Ｄｕｒａｔｉｏｎ／ＩＤ）フィールド、アドレス１（Ａｄｄｒｅｓｓ
１）フィールド、アドレス２（Ａｄｄｒｅｓｓ２）フィールド、アドレス３（Ａｄｄｒｅ
ｓｓ３）フィールド、シーケンス制御（Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールド
、アドレス４（Ａｄｄｒｅｓｓ４）フィールド、ＱｏＳ制御（ＱｏＳ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）
フィールド及びＨＴ制御（ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールドを含む領域と定義される。
【０１３４】
　Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、該当ＭＡＣフレーム特性に対する情報を含
む。 Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドに対するさらに詳細な説明は後述する。
【０１３５】
　Ｄｕｒａｔｉｏｎ／ＩＤフィールドは、該当ＭＡＣフレームのタイプ及びサブタイプに
応じる他の値を有するように具現化されることができる。
【０１３６】
　仮に、該当ＭＡＣフレームのタイプ及びサブタイプがパワーセーブ（ＰＳ：ｐｏｗｅｒ
　ｓａｖｅ）運営のためのＰＳ-ポール（ＰＳ-Ｐｏｌｌ）フレームの場合、Ｄｕｒａｔｉ
ｏｎ／ＩＤフィールドは、フレームを送信したＳＴＡのＡＩＤ（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ
　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を含むように設定されることができる。その以外の場合、Ｄｕ
ｒａｔｉｏｎ／ＩＤフィールドは、該当ＭＡＣフレームのタイプ及びサブタイプに応じて
特定持続時間値を有するように設定されることができる。また、フレームがＡ-ＭＰＤＵ
（ａｇｇｒｅｇａｔｅ-ＭＰＤＵ）フォーマットに含まれたＭＰＤＵである場合、ＭＡＣ
ヘッダに含まれたＤｕｒａｔｉｏｎ／ＩＤフィールドは、全部同じ値を有するように設定
されることもできる。
【０１３７】
　Ａｄｄｒｅｓｓ１フィールドないしＡｄｄｒｅｓｓ４フィールドは、ＢＳＳＩＤ、ソー
スアドレス（ＳＡ：ｓｏｕｒｃｅ　ａｄｄｒｅｓｓ）、目的アドレス（ＤＡ：ｄｅｓｔｉ
ｎａｔｉｏｎ　ａｄｄｒｅｓｓ）、送信ＳＴＡアドレスを表す送信アドレス（ＴＡ：Ｔｒ
ａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ）、受信ＳＴＡアドレスを表す受信アドレス（Ｒ
Ａ：Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ）を指示するために使用される。
【０１３８】
　一方、ＴＡフィールドにより具現化されたアドレスフィールドは、帯域幅シグナリング
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ＴＡ（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＴＡ）値に設定されることができ、こ
の場合、ＴＡフィールドは、該当ＭＡＣフレームがスクランブリングシーケンスに追加的
な情報を含んでいることを指示できる。帯域幅シグナリングＴＡは、該当ＭＡＣフレーム
を送信するＳＴＡのＭＡＣアドレスと表現されることができるが、ＭＡＣアドレスに含ま
れた個別／グループビット（Ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ／Ｇｒｏｕｐ　ｂｉｔ）が特定値（例
えば、「１」）に設定されることができる。
【０１３９】
　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、シーケンスナンバー（ｓｅｑｕｅｎ
ｃｅ　ｎｕｍｂｅｒ）及びフラグメントナンバー（ｆｒａｇｍｅｎｔ　ｎｕｍｂｅｒ）を
含むように設定される。シーケンスナンバーを該当ＭＡＣフレームに割り当てられたシー
ケンスナンバーを指示できる。フラグメントナンバーは、該当ＭＡＣフレームの各フラグ
メントのナンバーを指示できる。
【０１４０】
　ＱｏＳ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、ＱｏＳと関連した情報を含む。ＱｏＳ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌフィールドは、サブタイプ（Ｓｕｂｔｙｐｅ）のサブフィールドにおいてＱｏＳ
データフレームを指示する場合に含まれることができる。
【０１４１】
　ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、ＨＴ及び／またはＶＨＴ送受信技法と関連した制
御情報を含む。ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、制御ラッパー（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｗ
ｒａｐｐｅｒ）フレームに含まれる。また、オーダー（Ｏｒｄｅｒ）サブフィールド値が
１であるＱｏＳデータ（ＱｏＳ　Ｄａｔａ）フレーム、管理（Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）フ
レームに存在する。
【０１４２】
　Ｆｒａｍｅ　Ｂｏｄｙは、ＭＡＣペイロード（ｐａｙｌｏａｄ）と定義され、上位階層
で送信しようとするデータが位置するようになり、可変的な大きさを有する。例えば、最
大ＭＰＤＵの大きさは、１１４５４オクテット（ｏｃｔｅｔｓ）で、最大ＰＰＤＵの大き
さは、５．４８４ｍｓでありうる。
【０１４３】
　ＦＣＳは、ＭＡＣフッター（ｆｏｏｔｅｒ）と定義され、ＭＡＣフレームのエラー探索
のために使用される。
【０１４４】
　最初の三つのフィールド（Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールド、Ｄｕｒａｔｉｏｎ
／ＩＤフィールド及びＡｄｄｒｅｓｓ１フィールド）と最も最後のフィールド（ＦＣＳフ
ィールド）は、最小フレームフォーマットを構成し、すべてのフレームに存在する。その
他のフィールドは、特定フレームタイプにおいてのみ存在できる。
【０１４５】
　図７は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおけるＭＡＣフレーム内
のフレーム制御（Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールドを例示する図である。
【０１４６】
　図７を参照すると、Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、プロトコルバージョン
（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｖｅｒｓｉｏｎ）サブフィールド、タイプ（Ｔｙｐｅ）サブフィー
ルド、サブタイプ（Ｓｕｂｔｙｐｅ）サブフィールド、Ｔｏ　ＤＳサブフィールド、Ｆｒ
ｏｍ　ＤＳサブフィールド、追加フラグメント（Ｍｏｒｅ　Ｆｒａｇｍｅｎｔｓ）サブフ
ィールド、再試図（Ｒｅｔｒｙ）サブフィールド、パワー管理（Ｐｏｗｅｒ　Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ）サブフィールド、追加データ（Ｍｏｒｅ　Ｄａｔａ）サブフィールド、保護
されたフレーム（Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　Ｆｒａｍｅ）サブフィールド及びオーダー（Ｏｒ
ｄｅｒ）サブフィールドから構成される。
【０１４７】
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｖｅｒｓｉｏｎサブフィールドは、該当ＭＡＣフレームに適用され
たＷＬＡＮプロトコルのバージョンを指示できる。
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【０１４８】
　Ｔｙｐｅサブフィールド及びＳｕｂｔｙｐｅサブフィールドは、該当ＭＡＣフレームの
機能を識別する情報を指示するように設定されることができる。
【０１４９】
　ＭＡＣフレームのタイプは、管理フレーム（Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｆｒａｍｅ）、制
御フレーム（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｒａｍｅ）、データフレーム（Ｄａｔａ　Ｆｒａｍｅ）
の三通りのフレームタイプを含むことができる。
【０１５０】
　そして、各フレームタイプは、またサブタイプに区分されることができる。
【０１５１】
　例えば、制御フレーム（Ｃｏｎｔｒｏｌｆｒａｍｅｓ）は、ＲＴＳ（ｒｅｑｕｅｓｔ　
ｔｏ　ｓｅｎｄ）フレーム、ＣＴＳ（ｃｌｅａｒ-ｔｏ-ｓｅｎｄ）フレーム、ＡＣＫ（Ａ
ｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ）フレーム、ＰＳ-Ｐｏｌｌフレーム、ＣＦ（ｃｏｎｔｅｎ
ｔｉｏｎ　ｆｒｅｅ）-Ｅｎｄフレーム、ＣＦ-Ｅｎｄ＋ＣＦ-ＡＣＫフレーム、ブロック
ＡＣＫ要請（ＢＡＲ：Ｂｌｏｃｋ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）フ
レーム、ブロックＡＣＫ（ＢＡ：Ｂｌｏｃｋ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ）フレーム
、制御ラッパー（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｗｒａｐｐｅｒ（Ｃｏｎｔｒｏｌ＋ＨＴ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ））フレーム、ＶＨＴナルデータパケット公知（ＮＤＰＡ：Ｎｕｌｌ　Ｄａｔａ　Ｐ
ａｃｋｅｔ　Ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ）、ビーム形成報告ポール（Ｂｅａｍｆｏｒｍｉ
ｎｇ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｐｏｌｌ）フレームを含むことができる。
【０１５２】
　管理フレーム（Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅｓ）は、ビーコン（Ｂｅａｃｏｎ）
フレーム、ＡＴＩＭ（Ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｍｅｓｓａｇｅ）フレーム、連係解除（Ｄｉｓａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）フレーム、
連係要請／応答（Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）フレー
ム、再連係要請／応答（Ｒｅａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｒｅｓｐｏｎｓ
ｅ）フレーム、プローブ要請／応答（Ｐｒｏｂｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔ／Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）
フレーム、認証（Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）フレーム、認証解除（Ｄｅａｕｔｈｅ
ｎｔｉｃａｔｉｏｎ）フレーム、動作（Ａｃｔｉｏｎ）フレーム、動作無応答（Ａｃｔｉ
ｏｎ　Ｎｏ　ＡＣＫ）フレーム、タイミング広告（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖｅｒｔｉｓｅｍ
ｅｎｔ）フレームを含むことができる。
【０１５３】
　Ｔｏ　ＤＳサブフィールド及びＦｒｏｍ　ＤＳサブフィールドは、該当ＭＡＣフレーム
ヘッダに含まれたＡｄｄｒｅｓｓ　１フィールドないしＡｄｄｒｅｓｓ　４フィールドを
解釈するために必要な情報を含むことができる。Ｃｏｎｔｒｏｌフレームの場合、Ｔｏ　
ＤＳサブフィールド及びＦｒｏｍ　ＤＳサブフィールドは、全部「０」に設定される。Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔフレームの場合、Ｔｏ　ＤＳサブフィールド及びＦｒｏｍ　ＤＳサブ
フィールドは、該当フレームがＱｏＳ管理フレーム（ＱＭＦ：ＱｏＳ　Ｍａｎａｇｅｍｅ
ｎｔ　ｆｒａｍｅ）であると、順に「１」、「０」に設定され、該当フレームがＱＭＦで
はないと、順に全部「０」、「０」に設定されることができる。
【０１５４】
　Ｍｏｒｅ　Ｆｒａｇｍｅｎｔｓサブフィールドは、該当ＭＡＣフレームに続いて送信さ
れるフラグメント（ｆｒａｇｍｅｎｔ）が存在しているかどうかを指示できる。現在ＭＳ
ＤＵまたはＭＭＰＤＵのさらに他のフラグメントが存在する場合、「１」に設定され、そ
うでない場合、「０」に設定されることができる。
【０１５５】
　Ｒｅｔｒｙサブフィールドは、該当ＭＡＣフレームが以前ＭＡＣフレームの再送信によ
るものであるかどうかを指示できる。以前ＭＡＣフレームの再送信である場合、「１」に
設定され、そうでない場合、「０」に設定されることができる。
【０１５６】
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　Ｐｏｗｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔサブフィールドは、ＳＴＡのパワー管理モードを指
示できる。Ｐｏｗｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔサブフィールド値が「１」であると、ＳＴ
Ａがパワーセーブモードに転換するのを指示できる。
【０１５７】
　Ｍｏｒｅ　Ｄａｔａサブフィールドは、追加的に送信されるＭＡＣフレームが存在して
いるかどうかを指示できる。追加的に送信されるＭＡＣフレームが存在する場合、「１」
に設定され、そうでない場合、「０」に設定されることができる。
【０１５８】
　Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　Ｆｒａｍｅサブフィールドは、フレームボディー（Ｆｒａｍｅ　
Ｂｏｄｙ）フィールドが暗号化されたかどうかを指示できる。Ｆｒａｍｅ　Ｂｏｄｙフィ
ールドが暗号化されたエンカプセレーションアルゴリズム（ｃｒｙｐｔｏｇｒａｐｈｉｃ
　ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ）により処理された情報を含む場合
、「１」に設定され、そうでない場合、「０」に設定されることができる。
【０１５９】
　上述の各フィールドに含まれる情報は、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムの定義に従う
ことができる。また、上述の各フィールドは、ＭＡＣフレームに含まれることができるフ
ィールドの例示に該当し、これに限定されない。すなわち、上述の各フィールドが他のフ
ィールドに代替されるか、または追加的なフィールドがさらに含まれることができ、すべ
てのフィールドが必須的に含まれなくても良い。
【０１６０】
　図８は、図６によるＭＡＣフレームにおけるＨＴ　ＣｏｎｔｒｏｌフィールドのＨＴフ
ォーマットを例示する。
【０１６１】
　図８を参照すると、ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、ＶＨＴサブフィールド、ＨＴ
制御ミドル（ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｉｄｄｌｅ）サブフィールド、ＡＣ制限（ＡＣ　
Ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ）サブフィールド及び逆方向承認（ＲＤＧ：Ｒｅｖｅｒｓｅ　Ｄｉ
ｒｅｃｔｉｏｎ　Ｇｒａｎｔ）／追加ＰＰＤＵ（Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵ）サブフィールドか
ら構成されることができる。
【０１６２】
　ＶＨＴサブフィールドは、ＨＴ　ＣｏｎｔｒｏｌフィールドがＶＨＴのためのＨＴ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌフィールドのフォーマットを有するかどうか（ＶＨＴ＝１）またはＨＴのた
めのＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドのフォーマットを有するかどうか（ＶＨＴ＝０）を
指示する。図８では、ＶＨＴのためのＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールド（すなわち、ＶＨ
Ｔ＝０）を仮定して説明する。
【０１６３】
　ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｉｄｄｌｅサブフィールドは、ＶＨＴサブフィールドの指示
に従って他のフォーマットを有するように具現されることができる。ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｍｉｄｄｌｅサブフィールドについてのさらに詳細な説明は後述する。
【０１６４】
　ＡＣ　Ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔサブフィールドは、逆方向（ＲＤ：ｒｅｖｅｒｓｅ　ｄｉ
ｒｅｃｔｉｏｎ）データフレームのマップされたＡＣ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｃａｔｅｇｏｒｙ
）が単一ＡＣに限定されたことであるかどうかを指示する。
【０１６５】
　ＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵサブフィールドは、該当フィールドがＲＤイニシエーター
（ｉｎｉｔｉａｔｏｒ）またはＲＤ応答者（ｒｅｓｐｏｎｄｅｒ）によって送信されるか
どうかによって異なるように解析されることができる。
【０１６６】
　ＲＤイニシエーターによって送信された場合、ＲＤＧが存在する場合、ＲＤＧ／Ｍｏｒ
ｅ　ＰＰＤＵフィールドが「１」に設定され、ＲＤＧが存在しない場合、「０」に設定さ
れる。ＲＤ応答者によって送信された場合、該当サブフィールドを含むＰＰＤＵがＲＤ応
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答者により送信された最後のフレームであると、「１」に設定され、さらに他のＰＰＤＵ
が送信されると、「０」に設定される。
【０１６７】
　ＨＴのためのＨＴ　ＣｏｎｔｒｏｌフィールドのＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｉｄｄｌｅ
サブフィールドは、リンク適応（Ｌｉｎｋ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ）サブフィールド、キ
ャリブレーションポジション（Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎ）サブフィー
ルド、キャリブレーションシーケンス（Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）サ
ブフィールド、予備（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ）サブフィールド、チャネル状態情報／調整（Ｃ
ＳＩ／Ｓｔｅｅｒｉｎｇ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ／Ｓｔ
ｅｅｒｉｎｇ）サブフィールド、ＨＴ　ＮＤＰ公知（ＨＴ　ＮＤＰ　Ａｎｎｏｕｎｃｅｍ
ｅｎｔ：ＨＴ　Ｎｕｌｌ　Ｄａｔａ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ）サブフ
ィールド、予備（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ）サブフィールドを含むことができる。
【０１６８】
　Ｌｉｎｋ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎサブフィールドは、トレーニング要請（ＴＲＱ：Ｔｒ
ａｉｎｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）サブフィールド、ＭＣＳ要請またはアンテナ選択指示（
ＭＡＩ：ＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）Ｒｅｑ
ｕｅｓｔ　ｏｒ　ＡＳＥＬ（Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ）サブフィールド、ＭＣＳフィードバックシーケンス指示（ＭＦＳＩ：ＭＣＳ　Ｆｅｅ
ｄｂａｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）サブフィールド、ＭＣＳフィー
ドバック及びアンテナ選択命令／データ（ＭＦＢ／ＡＳＥＬＣ：ＭＣＳ　Ｆｅｅｄｂａｃ
ｋ　ａｎｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄ／ｄａｔａ）サブフ
ィールドを含むことができる。
【０１６９】
　ＴＲＱサブフィールドは、応答者（ｒｅｓｐｏｎｄｅｒ）にサウンディングＰＰＤＵ（
ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ＰＰＤＵ）送信を要請する場合に１に設定され、応答者にサウンディ
ングＰＰＤＵ送信を要請しない場合に０に設定される。
【０１７０】
　ＭＡＩサブフィールドが１４に設定されると、アンテナ選択指示（ＡＳＥＬ　ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ）を表し、ＭＦＢ／ＡＳＥＬＣサブフィールドは、アンテナ選択命令／デー
タとして解釈される。そうでない場合、ＭＡＩサブフィールドはＭＣＳ要請を表し、ＭＦ
Ｂ／ＡＳＥＬＣサブフィールドは、ＭＣＳフィードバックとして解釈される。
【０１７１】
　ＭＡＩサブフィールドがＭＣＳ要請（ＭＲＱ：ＭＣＳ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を表す場合、
ＭＡＩサブフィールドは、ＭＲＱ（ＭＣＳ　ｒｅｑｕｅｓｔ）及びＭＳＩ（ＭＲＱ　ｓｅ
ｑｕｅｎｃｅ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）から構成されると解釈される。ＭＲＱサブフィー
ルドは、ＭＣＳフィードバックが要請されると、「１」に設定され、ＭＣＳフィードバッ
クが要請されないと、「０」に設定される。ＭＲＱサブフィールドが「１」であるとき、
ＭＳＩサブフィールドは、ＭＣＳフィードバック要請を特定するためのシーケンス番号を
含む。ＭＲＱサブフィールドが「０」であるとき、ＭＳＩサブフィールドは、予備（ｒｅ
ｓｅｒｖｅｄ）ビットに設定される。
【０１７２】
　上述の各サブフィールドは、ＨＴ制御フィールドに含まれることができるサブフィール
ドの例示に該当し、他のサブフィールドに代替されるか、または追加的なサブフィールド
がさらに含まれることができる。
【０１７３】
　図９は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおけるＨＴ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌフィールドのＶＨＴフォーマットを例示する。
【０１７４】
　図９を参照すると、ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールドは、ＶＨＴサブフィールド、ＨＴ
制御ミドル（ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｉｄｄｌｅ）サブフィールド、ＡＣ制限（ＡＣ　
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Ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ）サブフィールド及び逆方向承認（ＲＤＧ：Ｒｅｖｅｒｓｅ　Ｄｉ
ｒｅｃｔｉｏｎ　Ｇｒａｎｔ）／追加ＰＰＤＵ（Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵ）サブフィールドか
ら構成されることができる。
【０１７５】
　図９では、ＶＨＴのためのＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌフィールド（すなわち、ＶＨＴ＝１）
を仮定して説明する。ＶＨＴのためのＨＴ　ＣｏｎｔｒｏｌフィールドをＶＨＴ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌフィールドと呼ぶことができる。
【０１７６】
　ＡＣ　Ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔサブフィールド及びＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵサブフィ
ールドについての説明は、上述の図８での説明と同一なのでその説明を省略する。
【０１７７】
　上述のように、ＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｉｄｄｌｅサブフィールドは、ＶＨＴサブフ
ィールドの指示に従って、他のフォーマットを有するように具現されることができる。
【０１７８】
　ＶＨＴのためのＨＴ　ＣｏｎｔｒｏｌフィールドのＨＴ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｉｄｄｌ
ｅサブフィールドは、予備ビット（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ　ｂｉｔ）、ＭＣＳフィードバック
要請（ＭＲＱ：ＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）
ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｒｅｑｕｅｓｔ）サブフィールド、ＭＲＱシーケンス識別子（ＭＳＩ
：ＭＲＱ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）／時空間ブロックコーディング（
ＳＴＢＣ：ｓｐａｃｅ-ｔｉｍｅ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｄｉｎｇ）サブフィールド、ＭＣＳ
フィードバックシーケンス識別子（ＭＦＳＩ：ＭＣＳ　ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｓｅｑｕｅｎ
ｃｅ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）／グループＩＤ最下位ビット（ＧＩＤ-Ｌ：ＬＳＢ（Ｌｅ
ａｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）ｏｆ　Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ）サブフィールド、
ＭＣＳフィードバック（ＭＦＢ：ＭＣＳ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ）サブフィールド、グループ
ＩＤ最上位ビット（ＧＩＤ-Ｈ：ＭＳＢ（Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）
ｏｆ　Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ）サブフィールド、コーディングタイプ（Ｃｏｄｉｎｇ　Ｔｙｐ
ｅ）サブフィールド、フィードバック送信タイプ（ＦＢ　Ｔｘ　Ｔｙｐｅ：Ｆｅｅｄｂａ
ｃｋ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｙｐｅ）サブフィールド及び自発的ＭＦＢ（Ｕｎｓ
ｏｌｉｃｉｔｅｄ　ＭＦＢ）サブフィールドから構成されることができる。
【０１７９】
　そして、ＭＦＢサブフィールドは、ＶＨＴ空間-時間ストリーム数（ＮＵＭ＿ＳＴＳ：
Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｓｐａｃｅ　ｔｉｍｅ　ｓｔｒｅａｍｓ）サブフィールド、ＶＨＴ
-ＭＣＳサブフィールド、帯域幅（ＢＷ：Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）サブフィールド、信号対
雑音比（ＳＮＲ：Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）サブフィールドを含む
ことができる。
【０１８０】
　ＮＵＭ＿ＳＴＳサブフィールドは、推薦する空間ストリームの数を指示する。ＶＨＴ-
ＭＣＳサブフィールドは、推薦するＭＣＳを指示する。ＢＷサブフィールドは、推薦する
ＭＣＳと関連した帯域幅情報を指示する。ＳＮＲサブフィールドは、データサブキャリヤ
及び空間ストリーム上の平均ＳＮＲ値を指示する。
【０１８１】
　上述の各フィールドに含まれる情報は、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムの定義に従う
ことができる。また、上述の各フィールドは、ＭＡＣフレームに含まれることができるフ
ィールドの例示に該当し、これに限定されない。すなわち、上述の各フィールドが他のフ
ィールドに代替されるか、または追加的なフィールドがさらに含まれることができ、すべ
てのフィールドが必需的に含まれなくても良い。
【０１８２】
　リンクセットアップ手順（Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）
【０１８３】
　図１０は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおける一般的なリンク



(25) JP 2017-530583 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

セットアップ（ｌｉｎｋ　ｓｅｔｕｐ）手順を説明するための図である。
【０１８４】
　ＳＴＡがネットワークに対してリンクをセットアップしデータを送受信するためには、
まずネットワークを発見（ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ）するためのスキャニング（Ｓｃａｎｎｉ
ｎｇ）手順、認証（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）手順、連係（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ）手順などを経なければならない。リンクセットアップ手順をセッション開始手順、セ
ッションセットアップ手順とも呼ぶことができる。また、リンクセットアップ手順のスキ
ャニング、認証、連係手順を通称して連係手順と呼ぶこともできる。
【０１８５】
　ＷＬＡＮにおいてスキャニング手順は、受動的スキャニング（ｐａｓｓｉｖｅ　ｓｃａ
ｎｎｉｎｇ）手順と能動的スキャニング（ａｃｔｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎｇ）手順がある
。
【０１８６】
　図１０（ａ）は、受動的スキャニング（ｐａｓｓｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎｇ）に応じる
リンクセットアップ（ｌｉｎｋ　ｓｅｔｕｐ）手順を例示し、図１０（ｂ）は、能動的ス
キャニング（ａｃｔｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎｇ）に応じるリンクセットアップ（ｌｉｎｋ
　ｓｅｔｕｐ）手順を例示する。
【０１８７】
　図１０（ａ）のように、受動的スキャニング手順は、ＡＰが周期的にブロードキャスト
するビーコンフレーム（ｂｅａｃｏｎ　ｆｒａｍｅ）を介して行われる。ビーコンフレー
ムは、ＩＥＥＥ　８０２．１１において管理フレーム（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍ
ｅ）のうちの一つであって、無線ネットワークの存在を知らせ、スキャニングを行うｎｏ
ｎ-ＡＰ　ＳＴＡにとって無線ネットワークを探して、無線ネットワークに参加できるよ
うに周期的に（例えば、１００ｍｓｅｃ間隔）ブロードキャストされる。ビーコンフレー
ムには、現在のネットワークに対する情報（例えば、ＢＳＳに対した情報）が載せられて
いる。
【０１８８】
　ネットワークに対する情報を得るために、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡは、受動的にチャネル
を移しながらビーコンフレームの受信を待つ。ビーコンフレームを受信したｎｏｎ-ＡＰ
　ＳＴＡは、受信したビーコンフレームに含まれたネットワークに対する情報を格納し、
次のチャネルに移動して同じ方法で次のチャネルでスキャニングを行うことができる。ｎ
ｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡがビーコンフレームを受信してネットワークに対する情報を獲得する
ことによって、該当チャネルでのスキャニング手順が完了する。
【０１８９】
　このように、受動的スキャニング手順は、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡが他のフレームを送信
する必要無しでビーコンフレームを受信しさえすれば手順が完了するので、全体的なオー
バーヘッドが少ないという長所がある。ただし、ビーコンフレームの送信周期に比例して
、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡのスキャニング遂行時間が増えるという短所がある。
【０１９０】
　これに対し、図１０（ｂ）のような能動的スキャニング手順は、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡ
が周辺にどんなＡＰが存在するかどうかを探索するために、能動的にチャネルを移しなが
らプローブ要請フレーム（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｒａｍｅ）をブロードキャス
トすることで、これを受信したすべてのＡＰからネットワーク情報を要求する。
【０１９１】
　プローブ要請フレームを受信した応答者（ｒｅｓｐｏｎｄｅｒ）は、フレーム衝突を防
止するためにランダム（ｒａｎｄｏｍ）時間の間に待った後に、プローブ応答フレーム（
ｐｒｏｂｅ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）にネットワーク情報を載せて、該当ｎｏｎ
-ＡＰ　ＳＴＡに送信する。プローブ応答フレームを受信したＳＴＡは、受信したプロー
ブ応答フレームに含まれたネットワーク関連情報を格納し、次のチャネルに移動して、同
じ方法でスキャニングを行うことができる。ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡがプローブ応答フレー
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ムを受信してネットワーク情報を獲得することによって、スキャニング手順が完了する。
【０１９２】
　能動的スキャニング手順は、受動的スキャニング手順に比べて相対的に速い時間の間に
スキャニングを終えることができるという長所がある。しかしながら、追加的なフレーム
シーケンス（ｆｒａｍｅ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）が必要であるから、全体的なネットワーク
オーバーヘッドは増加するようになる。
【０１９３】
　スキャニング手順を完了したｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡは、自分だけの基準によってネット
ワークを選択した後に該当ＡＰと認証（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）手順を行う。
【０１９４】
　認証手順は、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡが認証要請フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏ
ｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｒａｍｅ）をＡＰに送信する過程とこれに応答してＡＰが認証応
答フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）をｎｏｎ
-ＡＰ　ＳＴＡに送信する過程、すなわち２-ｗａｙハンドシェーキング（ｈａｎｄｓｈａ
ｋｉｎｇ）で行われる。
【０１９５】
　認証要請／応答に用いられる認証フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｆｒａｍ
ｅ）は、管理フレームに該当する。
【０１９６】
　認証フレームは、認証アルゴリズム番号（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ａｌｇｏｒ
ｉｔｈｍ　ｎｕｍｂｅｒ）、認証トランザクションシーケンス番号（ａｕｔｈｅｎｔｉｃ
ａｔｉｏｎ　ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｎｕｍｂｅｒ）、状態コード
（ｓｔａｔｕｓ　ｃｏｄｅ）、チャレンジテキスト（ｃｈａｌｌｅｎｇｅ　ｔｅｘｔ）、
ＲＳＮ（Ｒｏｂｕｓｔ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、有限循環グループ（Ｆｉ
ｎｉｔｅ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｇｒｏｕｐ）などに対する情報を含むことができる。これは認
証要請／応答フレームに含まれることができる情報の一部例示に該当し、他の情報に代替
されるか、または追加的な情報がさらに含まれることができる。
【０１９７】
　ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡは、認証要請フレームをＡＰに送信できる。ＡＰは、受信された
認証要請フレームに含まれた情報に基づいて、該当ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡに対する認証を
許容するかどうかを決定できる。ＡＰは、認証処理の結果を認証応答フレームを介してｎ
ｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡに提供できる。
【０１９８】
　認証手順を介してｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡとＡＰとは、互いにに対する認証を経た後、連
係（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）を確立（ｅＳＴＡ　Ｂｌｉｓｈ）する。
【０１９９】
　連係過程は、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡが連係要請フレーム（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒ
ｅｑｕｅｓｔ　ｆｒａｍｅ）をＡＰに送信する過程と、これに応答してＡＰが連係応答フ
レーム（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）をｎｏｎ-ＡＰ　Ｓ
ＴＡに送信する過程、すなわち２-ｗａｙハンドシェーキング（ｈａｎｄｓｈａｋｉｎｇ
）で行われる。
【０２００】
　連係要請フレームは、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡの多様な能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）に
関連した情報、ビーコン聴取間隔（ｌｉｓｔｅｎ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）、ＳＳＩＤ（ｓｅ
ｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、支援レート（ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ｒａ
ｔｅｓ）、支援チャネル（ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌｓ）、ＲＳＮ、移動性ド
メイン、支援オペレーティングクラス（ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｃｌ
ａｓｓｅｓ）、ＴＩＭ放送要請（Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｍａｐ　Ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）、相互動作（ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ）サービス能
力などに対する情報を含むことができる。
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【０２０１】
　これに基づいて、ＡＰは、該当ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡに対して支援が可能であるかどう
かを判断する。決定後にＡＰは、連係応答フレームに連係要請に対する受諾有無とその理
由、自身が支援可能な性能（Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する
情報を込めて、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡに送信する。
【０２０２】
　連係応答フレームは、多様な能力に関連した情報、状態コード、ＡＩＤ（Ａｓｓｏｃｉ
ａｔｉｏｎ　ＩＤ）、支援レート、ＥＤＣＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅ
ｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｃｅｓｓ）パラメータセット、ＲＣＰＩ（Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｐｏｗｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＲＳＮＩ（Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓ
ｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、移動性ドメイン、タイムアウト
間隔（連係カムバック時間（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｃｏｍｅｂａｃｋ　ｔｉｍｅ））
、重複（ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ）ＢＳＳスキャンパラメータ、ＴＩＭ放送応答、ＱｏＳ
（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）マップなどの情報を含むことができる。
【０２０３】
　上述の連係要請／応答フレームに含まれることができる情報は例示に該当し、他の情報
に代替されるか、または追加的な情報がさらに含まれることができる。
【０２０４】
　ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡがＡＰと成功的に連係を確立した場合、正常的な送／受信がなさ
れるようになる。これに対し、ＡＰと成功的に連係を確立できない場合、その理由に基づ
いてｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡは、また連係手順を試みるか、または他のＡＰに連係を試みる
ことができる。
【０２０５】
　媒体アクセスメカニズム
【０２０６】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１における通信は、共有された無線媒体（ｓｈａｒｅｄ　ｗｉｒ
ｅｌｅｓｓ　ｍｅｄｉｕｍ）においてなされるから、有線チャネル（ｗｉｒｅｄ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ）環境とは根本的に異なる特徴を有する。
【０２０７】
　有線チャネル環境では、ＣＳＭＡ／ＣＤ（ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｅ　ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　ａｃｃｅｓｓ／ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）に基づいて通信が可能
である。例えば、送信端から一回シグナルが送信されると、チャネル環境が大きな変化が
ないから、受信端まで大きく信号が減衰されずに送信される。このとき、二つ以上のシグ
ナルが衝突されると、感知（ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）が可能であった。これは、受信端で感
知された電力（ｐｏｗｅｒ）が瞬間的に送信端から送信した電力より大きくなるためであ
る。しかしながら、無線チャネル環境は、多様な要素（例えば、距離に応じてシグナルの
減衰が大きいか、または瞬間的に深いフェージング（ｄｅｅｐ　ｆａｄｉｎｇ）を経るこ
とができる）がチャネルに影響を与えるから、実際に受信端で信号が正しく送信されたか
、または衝突が発生したか、送信端で正確にキャリヤセンシング（ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅ
ｎｓｉｎｇ）をすることができない。
【０２０８】
　これにより、ＩＥＥＥ　８０２．１１に応じるＷＬＡＮシステムにおいて、ＭＡＣの基
本アクセスメカニズムとしてＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａｖｏｉｄａｎｃｅ）メカニズ
ムを導入した。ＣＡＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ＭＡＣの分配調整
機能（ＤＣＦ：Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ
）とも呼ばれるが、基本的に「ｌｉｓｔｅｎ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔａｌｋ」アクセスメカニ
ズムを採用している。このような類型のアクセスメカニズムによると、ＡＰ及び／または
ＳＴＡは、送信を始めるに先立ち、所定の時間区間（例えば、ＤＩＦＳ（ＤＣＦ　Ｉｎｔ
ｅｒ-Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ））の間に無線チャネルまたは媒体（ｍｅｄｉｕｍ）をセ
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ンシング（ｓｅｎｓｉｎｇ）するＣＣＡ（Ｃｌｅａｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｓｓｅｓｓｍ
ｅｎｔ）を行う。センシング結果、万が一、媒体がアイドル状態（ｉｄｌｅ　ｓｔａｔｕ
ｓ）であると判断されると、該当媒体を介してフレーム送信を始める。これに対し、媒体
が占有状態（ｏｃｃｕｐｉｅｄ　ｓｔａｔｕｓ）であると感知されると、該当ＡＰ及び／
またはＳＴＡは、自分自身の送信を開始せずに、既に様々なＳＴＡが該当媒体を使用する
ために待機しているという仮定下でＤＩＦＳに追加的に媒体アクセスのための遅延時間（
例えば、任意のバックオフ周期（ｒａｎｄｏｍ　ｂａｃｋｏｆｆ　ｐｅｒｉｏｄ））の間
により待った後にフレーム送信を試みることができる。
【０２０９】
　任意のバックオフ周期を適用することによって、フレームを送信するための複数のＳＴ
Ａが存在すると仮定するとき、複数のＳＴＡは、確率的に異なるバックオフ周期値を有す
るようになって、互いに異なる時間の間に待機した後にフレーム送信を試みることが期待
されるので、衝突（ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ）を最小化させることができる。
【０２１０】
　また、ＩＥＥＥ　８０２．１１ＭＡＣプロトコルは、ＨＣＦ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ｃｏｏｒ
ｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を提供する。ＨＣＦは、前記ＤＣＦと支点調整機
能（ＰＣＦ：Ｐｏｉｎｔ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を基盤とする
。ＰＣＦは、ポーリング（ｐｏｌｌｉｎｇ）基盤の同期式アクセス方式ですべての受信Ａ
Ｐ及び／またはＳＴＡがデータフレームを受信することができるように、周期的にポーリ
ングする方式を称する。また、ＨＣＦは、ＥＤＣＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｉｓｔｒｉｂ
ｕｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｃｅｓｓ）とＨＣＣＡ（ＨＣＦ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ
　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｃｅｓｓ）を有する。ＥＤＣＡは、提供者が多数のユーザにデー
タフレームを提供するためのアクセス方式を競争基盤で行うことで、ＨＣＣＡは、ポーリ
ング（ｐｏｌｌｉｎｇ）メカニズムを利用した非競争基盤のチャネルアクセス方式を使用
することである。また、ＨＣＦは、ＷＬＡＮのＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ）を向上させるための媒体アクセスメカニズムを含み、競争周期（ＣＰ：Ｃｏｎｔ
ｅｎｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｏｄ）と非競争周期（ＣＦＰ：Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｆｒｅｅ
　Ｐｅｒｉｏｄ）の両方でＱｏＳデータを送信できる。
【０２１１】
　図１１は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおける任意のバックオ
フ周期とフレーム送信手順を説明するための図である。
【０２１２】
　特定媒体が占有（ｏｃｃｕｐｙまたはｂｕｓｙ）状態からアイドル（ｉｄｌｅ）状態に
変更されると、複数のＳＴＡは、データ（またはフレーム）送信を試みることができる。
このとき、衝突を最小化するための方案として、ＳＴＡは、各々任意のバックオフカウン
ト（ｒａｎｄｏｍ　ｂａｃｋｏｆｆ　ｃｏｕｎｔ）を選択し、それに該当するスロット時
間（ｓｌｏｔ　ｔｉｍｅ）分だけ待機した後に、送信を試みることができる。任意のバッ
クオフカウントは、疑似-任意整数（ｐｓｅｕｄｏ-ｒａｎｄｏｍ　ｉｎｔｅｇｅｒ）値を
有し、０ないし競争ウィンドウ（ＣＷ：Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｗｉｎｄｏｗ）範囲で均
一分布（ｕｎｉｆｏｒｍ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ）した値のうちのいずれか一つで決
定されることができる。ここで、ＣＷは、競争ウィンドウパラメータ値である。ＣＷパラ
メータは、初期値としてＣＷｍｉｎが与えられるが、送信が失敗した場合（例えば、送信
されたフレームに対するＡＣＫを受信していない場合）に２倍の値を取ることができる。
ＣＷパラメータ値がＣＷｍａｘになると、データ送信が成功するまでＣＷｍａｘ値を維持
しながらデータ送信を試みることができ、データ送信が成功する場合には、ＣＷｍｉｎ値
にリセットされる。ＣＷ、ＣＷｍｉｎ及びＣＷｍａｘ値は、２ｎ-１（ｎ＝０，１，２，
．．．）に設定されることが好ましい。
【０２１３】
　任意のバックオフ過程が始まると、ＳＴＡは、決定されたバックオフカウント値に応じ
てバックオフスロットをカウントダウンし、カウントダウンする間に媒体をモニタリング
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し続ける。媒体が占有状態であるとモニタリングされる場合、カウントダウンを中断し待
機するようになり、媒体がアイドル状態になると、カウントダウンを再開する。
【０２１４】
　図１１の例示においてＳＴＡ３のＭＡＣに送信するパケットが到達した場合に、ＳＴＡ
３は、ＤＩＦＳ分だけ媒体がアイドル状態であることを確認し、直にフレームを送信でき
る。
【０２１５】
　一方、残りのＳＴＡは、媒体が占有（ｂｕｓｙ）状態であることをモニタリングし待機
する。その間にＳＴＡ１、ＳＴＡ２及びＳＴＡ５のそれぞれでも送信するデータが発生で
き、それぞれのＳＴＡは、媒体がアイドル状態であるとモニタリングされる場合、ＤＩＦ
Ｓだけ待機した後に、各自が選択した任意のバックオフカウント値に応じてバックオフス
ロットをカウントダウンする。
【０２１６】
　図１１の例示では、ＳＴＡ２が最も小さなバックオフカウント値を選択し、ＳＴＡ１が
最も大きなバックオフカウント値を選択した場合を示す。すなわち、ＳＴＡ２がバックオ
フカウントを終えフレーム送信を始める時点においてＳＴＡ５の残余バックオフ時間は、
ＳＴＡ１の残余バックオフ時間より短い場合を例示する。
【０２１７】
　ＳＴＡ１及びＳＴＡ５は、ＳＴＡ２が媒体を占有する間にカウントダウンを止め待機す
る。ＳＴＡ２の媒体占有が終了して媒体が再度アイドル状態になると、ＳＴＡ１及びＳＴ
Ａ５は、ＤＩＦＳだけ待機した後に、止めたバックオフカウントを再開する。すなわち、
残余バックオフ時間ほどの残りのバックオフスロットをカウントダウンした後にフレーム
送信を始めることができる。ＳＴＡ５の残余バックオフ時間がＳＴＡ１より短かったので
、ＳＴＡ５のフレーム送信を始めるようになる。
【０２１８】
　一方、ＳＴＡ２が媒体を占有する間にＳＴＡ４でも送信するデータが発生できる。この
とき、ＳＴＡ４の立場では、媒体がアイドル状態になると、ＤＩＦＳだけ待機した後、自
身が選択した任意のバックオフカウント値に応じるバックオフスロットのカウントダウン
を行う。
【０２１９】
　図１１の例示では、ＳＴＡ５の残余バックオフ時間がＳＴＡ４の任意のバックオフカウ
ント値と偶然に一致する場合を示し、この場合、ＳＴＡ４とＳＴＡ５との間に衝突が発生
できる。衝突が発生する場合には、ＳＴＡ４とＳＴＡ５ともがＡＣＫを受信できないから
、データ送信を失敗するようになる。この場合、ＳＴＡ４とＳＴＡ５は、ＣＷ値を２倍に
増やした後に、任意のバックオフカウント値を選択しバックオフスロットのカウントダウ
ンを行う。
【０２２０】
　一方、ＳＴＡ１は、ＳＴＡ４とＳＴＡ５の送信により媒体が占有状態である間に待機し
ている途中で、媒体がアイドル状態になると、ＤＩＦＳだけ待機した後に、残余バックオ
フ時間が経過すると、フレーム送信を始めることができる。
【０２２１】
　ＣＳＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＡＰ及び／またはＳＴＡが媒体を直接センシングする物
理的キャリヤセンシング（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｉｎｇ）の他に
、仮像キャリヤセンシング（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｉｎｇ）も含む
。
【０２２２】
　仮像キャリヤセンシングは、非表示ノード問題（ｈｉｄｄｅｎ　ｎｏｄｅ　ｐｒｏｂｌ
ｅｍ）などのように媒体接近上発生できる問題を補完するためのものである。仮像キャリ
ヤセンシングのために、ＷＬＡＮシステムのＭＡＣは、ネットワーク割り当てベクトル（
ＮＡＶ：Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ）を利用する。ＮＡＶは
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、現在媒体を使用しているか、または使用する権限があるＡＰ及び／またはＳＴＡが、媒
体が利用可能な状態になるまで残っている時間を他のＡＰ及び／またはＳＴＡに指示する
値である。したがって、ＮＡＶに設定された値は、該当フレームを送信するＡＰ及び／ま
たはＳＴＡによって媒体の使用が予定されている期間に該当し、ＮＡＶ値を受信するＳＴ
Ａは、該当期間の間に媒体アクセスが禁止される。ＮＡＶは、例えば、フレームのＭＡＣ
ヘッダ（ｈｅａｄｅｒ）の持続期間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）フィールドの値に応じて設定さ
れることができる。
【０２２３】
　また、衝突可能性を減少させるために強固な衝突検出（ｒｏｂｕｓｔ　ｃｏｌｌｉｓｉ
ｏｎｄｅｔｅｃｔ）メカニズムが導入された。これについて、図１２及び図１３を参照し
て説明する。実際のキャリヤセンシング範囲と送信範囲は同一でないときもありうるが、
説明の便宜のために同じであると仮定する。
【０２２４】
　図１２は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおける隠されたノード
及び露出したノードに対する説明のための図である。
【０２２５】
　図１２（ａ）は、隠されたノードに対する例示であり、ＳＴＡ　ＡとＳＴＡ　Ｂは通信
中にあり、ＳＴＡ　Ｃが送信する情報を有している場合である。具体的にＳＴＡ　ＡがＳ
ＴＡ　Ｂに情報を送信している状況であるが、ＳＴＡ　ＣがＳＴＡ　Ｂにデータを送る前
にキャリヤセンシングを行う時に媒体がアイドル状態であると判断できる。これはＳＴＡ
　Ａの送信（すなわち、媒体占有）をＳＴＡ　Ｃの位置ではセンシングできない場合もあ
るからである。このような場合に、ＳＴＡ　ＢはＳＴＡ　ＡとＳＴＡ　Ｃの情報を同時に
受けるから、衝突が発生するようになる。このとき、ＳＴＡ　Ａは、ＳＴＡ　Ｃの隠され
たノードといえる。
【０２２６】
　図１２（ｂ）は、露出したノード（ｅｘｐｏｓｅｄ　ｎｏｄｅ）に対する例示であり、
ＳＴＡ　Ｂは、ＳＴＡ　Ａにデータを送信している状況において、ＳＴＡ　ＣがＳＴＡ　
Ｄで送信する情報を有している場合である。この場合に、ＳＴＡ　Ｃがキャリヤセンシン
グを行うと、ＳＴＡ　Ｂの送信によって、媒体が占有された状態と判断できる。これによ
り、ＳＴＡ　ＣがＳＴＡ　Ｄに送信する情報があっても媒体占有状態であるとセンシング
されるから、媒体がアイドル状態になるまで待たなければならない。しかしながら、実際
には、ＳＴＡ　ＡはＳＴＡ　Ｃの送信範囲外にあるから、ＳＴＡ　Ｃからの送信とＳＴＡ
　Ｂからの送信は、ＳＴＡ　Ａの立場では衝突しない場合もあるから、ＳＴＡ　Ｃは、Ｓ
ＴＡ　Ｂが送信を止めるまで不必要に待機することになる。このとき、ＳＴＡ　ＣをＳＴ
Ａ　Ｂの露出したノードということができる。
【０２２７】
　図１３は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおけるＲＴＳとＣＴＳ
を説明するための図である。
【０２２８】
　上述の図１２のような例示的な状況において衝突回避（ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　ａｖｏｉ
ｄａｎｃｅ）メカニズムを效率的に利用するために、ＲＴＳ（ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｏ　ｓ
ｅｎｄ）とＣＴＳ（ｃｌｅａｒ　ｔｏ　ｓｅｎｄ）などの短いシグナルリングパケット（
ｓｈｏｒｔ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｐａｃｋｅｔ）を利用できる。二つのＳＴＡ間のＲＴ
Ｓ／ＣＴＳは、周囲のＳＴＡ（ら）がオーバーヒアリング（ｏｖｅｒｈｅａｒｉｎｇ）で
きるようにして、前記周囲のＳＴＡ（ら）が前記二つのＳＴＡ間の情報送信有無を考慮す
るようにすることができる。
【０２２９】
　ＲＴＳフレーム及びＣＴＳフレームは、実質的なデータフレーム送信及び受信確認応答
（ＡＣＫ）が支援される場合、ＡＣＫフレームが送受信されるのに必要な無線媒体が接近
予約された時間的な区間を指示する情報を含む。フレームを送信しようとするＡＰ及び／
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またはＳＴＡから送信されたＲＴＳフレームを受信するか、またはフレーム送信対象ＳＴ
Ａから送信されたＣＴＳフレームを受信した他のＳＴＡは、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームに含
まれている情報が指示する時間的な区間の間に媒体に接近しないように設定されることが
できる。これは、時間区間の間にＮＡＶが設定されることにより具現されることができる
。
【０２３０】
　図１３（ａ）は、隠されたノード問題を解決する方法に対する例示であり、ＳＴＡ　Ａ
とＳＴＡ　Ｃが全部ＳＴＡ　Ｂにデータを送信しようとする場合を仮定する。ＳＴＡ　Ａ
がＲＴＳをＳＴＡ　Ｂに送信すると、ＳＴＡ　Ｂは、ＣＴＳを自身の周囲にあるＳＴＡ　
ＡとＳＴＡ　Ｃに全部送信する。その結果、ＳＴＡ　Ｃは、ＳＴＡ　ＡとＳＴＡ　Ｂのデ
ータ送信が終わるまで待つようになって、衝突を避けるようになる。
【０２３１】
　図１３（ｂ）は、露出したノード問題を解決する方法に対する例示であり、ＳＴＡ　Ａ
とＳＴＡ　Ｂ間のＲＴＳ／ＣＴＳ送信をＳＴＡ　Ｃがオーバーヒアリングすることで、Ｓ
ＴＡ　Ｃは、自身が他のＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ　Ｄ）にデータを送信しても衝突が発生
しないと判断できる。すなわち、ＳＴＡ　Ｂは、周囲のすべての端末機にＲＴＳを送信し
、実際に送信するデータがあるＳＴＡ　ＡだけＣＴＳを送信するようになる。ＳＴＡ　Ｃ
は、ＲＴＳだけを受信して、ＳＴＡ　ＡのＣＴＳを受信できなかったから、ＳＴＡ　Ａは
、ＳＴＣ　Ｃのキャリヤセンシングの外にあることが分かる。
【０２３２】
　ＨＥシステム
【０２３３】
　以下、次世代ＷＬＡＮシステムについて説明する。次世代ＷＬＡＮシステムは、次世代
ＷＩＦＩシステムであって、このような次世代ＷＩＦＩシステムの一実施の形態としてＩ
ＥＥＥ　８０２．１１ａｘを例として説明することもできる。本明細書において以下の次
世代ＷＬＡＮシステムをＨＥ（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）システムと名付け、こ
のシステムのフレーム、ＰＰＤＵなどをＨＥフレーム、ＨＥ　ＰＰＤＵ、ＨＥ-ＳＩＧフ
ィールド、ＨＥ-ＳＴＦ及びＨＥ-ＬＴＦなどと呼ぶことができる。
【０２３４】
　ＨＥシステムに対して以下で追加に述べない内容に対しては、上述のＶＨＴシステムの
ような従来のＷＬＡＮシステムに対する説明が適用されることができる。例えば、ＨＥ-
ＳＩＧ　Ａフィールド、ＨＥ-ＳＴＦ、ＨＥ-ＬＴＦ及びＨＥ-ＳＩＧ-Ｂフィールドに対し
て、上述のＶＨＴ-ＳＩＧ　Ａフィールド、ＶＨＴ-ＳＴＦ、ＶＨＴ-ＬＴＦ及びＶＨＴ-Ｓ
ＩＧ-Ｂフィールドに対する説明が適用されることができる。提案されるＨＥシステムの
ＨＥフレーム及びプリアンブルなどは、ただし他の無線通信またはセルラシステムにも使
用されることができる。ＨＥ　ＳＴＡは、上述のように、ｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡまたはＡ
Ｐ　ＳＴＡになることができる。以下の明細書でＳＴＡと呼ばれても、このようなＳＴＡ
装置は、ＨＥ　ＳＴＡ装置を表すこともできる。
【０２３５】
　ＨＥ-ＳＩＧ　Ａフィールドは、ＰＰＤＵを受信するＳＴＡに共通的に送信される供用
制御情報を含むことができる。ＨＥ-ＳＩＧ　Ａフィールドは、１個ないし３個のＯＦＤ
Ｍシンボルで送信されることができる。ＨＥ-ＳＩＧ　Ａフィールドは、２０ＭＨｚ単位
で複写されて、同じ情報を含むことができる。また、ＨＥ-ＳＩＧ-Ａフィールドは、シス
テムの全帯域幅情報を知らせる。実施の形態として、ＨＥ-ＳＩＧ　Ａフィールドは、帯
域幅（Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）情報、グループ識別子（Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ）情報、ストリー
ム情報、アップリンク指示（ＵＬ　ｉｎｄｉｃｉａｔｉｏｎ）情報、ガードインターバル
指示情報、割り当て（ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）情報及び送信パ
ワー情報のうち、を少なくとも一つを含むことができる。
【０２３６】
　ＨＥ-ＳＩＧ　Ｂフィールドは、各ＳＴＡが自身のデータ（例えば、ＰＳＤＵ）を受信
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するために要求されるユーザ特定（ｕｓｅｒ-ｓｐｅｃｉｆｉｃ）情報を含むことができ
る。ＨＥ-ＳＩＧ　Ｂフィールドは、一つまたは二つのＯＦＤＭシンボルで送信されるこ
とができる。例えば、ＨＥ-ＳＩＧ　Ｂフィールドは、該当ＰＳＤＵの変調及びコーディ
ング技法（ＭＣＳ）及び該当ＰＳＤＵの長さに関する情報を含むことができる。
【０２３７】
　また、ＨＥシステムでは、アベレージスループット補強（ａｖｅｒａｇｅ　ｔｈｒｏｕ
ｇｈｐｕｔ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ）及びアウトドアの強靭な送信（ｏｕｔｄｏｏｒ　
ｒｏｂｕｓｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）のために、従来のＷＬＡＮシステムに比べて
４倍より大きなＦＦＴサイズを使用しようとする。４ｘＦＦＴスキームを適用する場合、
４ｘＦＦＴスキームが適用されたシンボルのシンボル周期は４倍となる。これは４ｘＦＦ
Ｔサイズを使用する場合、全帯域幅は一定に使用し、副搬送波間の間隔（ｓｕｂｃａｒｒ
ｉｅｒ　ｓｐａｃｉｎｇ）を１／４倍に使用するようになる場合に対する実施の形態とし
て、副搬送波間の間隔が１／４になるので、一つのシンボルの周期は４倍になることがで
きる。
【０２３８】
　また、４倍ＦＦＴサイズの基準になる１ｘＦＦＴサイズは、ＶＨＴシステム（ＩＥＥＥ
　８０２．１１ａｃ）のＦＦＴサイズになることができる。したがって、４倍ＦＦＴサイ
ズの基準になる１ｘＦＦＴサイズは、フレームのレガシープリアンブル部分（Ｌ-ＳＴＦ
、Ｌ-ＬＴＦ及びＬ-ＳＩＧ）のＦＦＴサイズに該当することもできる。１ｘＦＦＴに対し
た一つのプリアンブルの周期は、ＩＤＦＴ／ＤＦＴ周期３．２ｕｓとガードインターバル
シンボルの周期を足した周期で表すことができ、長いガードインターバル周期（Ｌｏｎｇ
　ＧＩ　ｓｙｍｂｏｌ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）の場合、４ｕｓ（３．２＋０．８）、短いガ
ードインターバル周期（ｓｈｏｒｔ　ＧＩ　ｓｙｍｂｏｌ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）の場合、
３．６ｕｓ（３．２＋０、４）になることができる。データ部分のシンボル周期は３．２
ｕｓであるから、ＨＥシステムにおいて４ｘＦＦＴスキームを適用すると、一つのシンボ
ル周期は、１２．８ｕｓになることができる。または、データ部分のシンボル周期は、Ｉ
ＤＦＴ／ＤＦＴ周期の４倍で１２．８ｕｓと表現することもできる。
【０２３９】
　ＨＥシステムでは、複数または多数のＳＴＡに同時により多くのデータを送受信するた
めに、ＯＦＤＭＡスキームを使用することができる。ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）は、ＯＦ
ＤＭデジタル変調スキームの多重ユーザバージョンである。ＯＦＤＭＡスキームは、ＯＦ
ＤＭスキームに応じる多重搬送波、すなわち副搬送波を一人のユーザが独占することでは
なく、複数のユーザが副搬送波の部分集合を各々割り当てられて使用する方式を示す。Ｏ
ＦＤＭＡにおいて使用される副搬送波、すなわちサブキャリヤをトーンと呼ぶことができ
、このようなトーンをどんな単位で割り当てて使用し、このような場合、各トーンサイズ
割り当てに対してパイロット信号をどのように配置するかに対するトーンプランを以下で
提案するようにする。
【０２４０】
　８０２．１１ａｃシステムの場合、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ及び１６０Ｍ
Ｈｚ（８０ＭＨｚ＋８０ＭＨｚ）の帯域幅を使用して信号を送信できる。このとき、サブ
キャリヤに挿入されるパイロットトーンの数字及び位置は、それぞれ以下のとおりである
。
【０２４１】
　２０ＭＨｚ帯域幅送信の場合、４個のパイロットトーンが挿入され、この４個のパイロ
ットトーンは、｛-２１，-７，７，２１｝のインデックスに位置できる。４０ＭＨｚ帯域
幅送信の場合、６個のパイロットトーンが挿入され、この６個のパイロットトーンは、｛
-５３，-２５ ，-１１，１１，２５，５３｝のインデックスに位置できる。８０ＭＨｚ帯
域幅送信の場合、８個のパイロットトーンが挿入され、この８個のパイロットトーンは、
｛-１０３，-７５，-３９，-１１，１１，３９，７５，１０３｝のインデックスに位置で
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きる。そして、１６０ＭＨｚ帯域幅送信の場合、１６個のパイロットトーンが挿入され、
この１６個のパイロットトーンは、｛-２３１，-２０３，-１６７，-１３９，-１１７，-
８９，-５３，-２５，２５，５３，８９，１１７，１３９，１６７，２０３，２３１｝の
インデックスに位置できる。
【０２４２】
　４ｘＦＦＴサイズ及びＯＦＤＭＡを適用する場合、８０２．１１ａｃシステムのパイロ
ット配置をそのまま適用し難くなる。以下では、４ｘＦＦＴサイズを適用することによっ
て増えたトーンをＯＦＤＭＡの使用のために複数のトーンユニット単位で割り当て、この
ようなトーンユニット別にパイロット構造が最大限対称（ｓｙｍｍｅｔｒｙ）を満たすパ
イロット位置を提案する。
【０２４３】
　まず、本発明では、ＯＦＤＭＡに使用される基本ユニットのトーンサイズ及び該当ユニ
ットで使用されるパイロットの数を定義する。基本ユニットは、２６トーンサイズのブロ
ック、５２トーンサイズのブロック、１０８トーンサイズのブロック及び２４２トーンサ
イズのブロックを提案する。
　１）２６トーンユニット
【０２４４】
　ＯＦＤＭＡを使用する場合、サブキャリヤ割り当ての最小ユニットとして２６トーンサ
イズのサブブロックの使用を提案する。２６トーンは、従来の８０２．１１システムの１
Ｍｈｚで使用されたトーン数と同じであるから、システム互換性を勘案して２個のパイロ
ットトーンを含むようにデザインできる。
【０２４５】
　２）５２トーンユニット
【０２４６】
　ＯＦＤＭＡを使用する場合、サブキャリヤ割り当てのユニットとして、２６トーンユニ
ット２個を合わせた５２トーンサイズのサブブロックの使用を提案する。５２トーンは、
従来の８０２．１１システムの２０ＭＨｚで使用されたトーン数と同じであるから、シス
テム互換性を勘案して４個のパイロットトーンを含むようにデザインできる。
【０２４７】
　３）１０８トーンユニット
【０２４８】
　ＯＦＤＭＡを使用する場合、サブキャリヤ割り当てのユニットとして、２６トーンユニ
ット４個と４個のレフトオーバートーンを合わせた１０８トーンサイズのサブブロックの
使用を提案する。６個のパイロットトーンを含むようにデザインでき、この場合、従来の
８０２．１１システムの４０ＭＨｚインタリーバを少しの変更と共に使用することができ
るという長所を有する。
【０２４９】
　４）２４２トーンユニット
【０２５０】
　ＯＦＤＭＡを使用する場合、サブキャリヤ割り当てのユニットとして、２６トーンユニ
ット９個と８個のレフトオーバートーンを合わせた２４２トーンサイズのサブブロックの
使用を提案する。２４２トーンは、従来８０２．１１システムの８０ＭＨｚで使用された
トーン数と同じであるから、システム互換性を勘案して８個のパイロットトーンを含むよ
うにデザインできる。
【０２５１】
　以下、上述のＯＦＤＭＡサブブロックを使用する場合、パイロット位置の対称性（ｓｙ
ｍｍｅｔｒｙ）を満たすことができるトーンプランについて説明する。トーンプランとは
、ＯＦＤＭＡサブブロック及びパイロットトーンの配置を表すことができる。また、ＯＦ
ＤＭＡサブブロックは、ＯＦＤＭＡを介してトーンを割り当てるユニットであって、トー
ンユニットと呼ぶことができる。
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【０２５２】
　図１４は、本発明の実施の形態にかかる５２トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユニット
を示す。
【０２５３】
　５２トーンユニットは、２個の２６トーンユニットを含む。したがって、５２トーンユ
ニットの場合、ＤＣ、すなわち中心周波数を中心に常にパイロットトーンの対称性を満た
す。
【０２５４】
　図１５は、本発明の実施の形態にかかる１０８トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユニッ
トを示す。
【０２５５】
　１０８トーンユニットは、２個の５２トーンユニットと４個のレフトオーバートーンを
含む。もちろん、５２トーンユニットは、２個の２６トーンユニットから構成されること
もできるが、５２トーンユニットは、図１４に示したように、対称性を満たすから、以下
では、便宜上、５２トーンユニットに基づいて説明する。
【０２５６】
　１０８トーンユニットもまた、中心周波数に基づいて対称性を満たすためには、図１５
のように、５２トーンユニットとレフトオーバートーンを配置しなければならない。
【０２５７】
　実施の形態として、図１５（ａ）のように、２個の５２トーンユニットを中心周波数側
に位置させ、エッジにレフトオーバートーンをそれぞれ２個ずつ両側のサイドに配置でき
る。他の実施の形態として、図１５（ｂ）のように、２個の５２トーンユニットを両側の
サイドに位置させ、４個のレフトオーバートーンを中心に配置できる。他の実施の形態と
して、図１５（ｃ）のように、２個のレフトオーバートーンを中心に、２個のレフトオー
バートーンを１個ずつそれぞれエッジに配置し、レフトオーバートーンの間に５２トーン
ユニットをそれぞれ配置することもできる。
【０２５８】
　図１６は、本発明の実施の形態にかかる２４２トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユニッ
トを示す。
【０２５９】
　２４２トーンユニットは、２個の１０８トーンユニットと１個の２６トーンユニットと
から構成されることができ、この場合、対称性を満たすためには、図１６のように、セン
ターに２６トーンユニットを位置させ、２６トーンユニットの両側に１０８トーンユニッ
トを位置させることができる。
【０２６０】
　また、２４２トーンユニットは、４個の５２トーンユニットと１個の２６トーンと８個
のレフトオーバートーンとから構成するか、９個の２６トーンユニットと８個のレフトオ
ーバートーンとから構成することもできる。２４２-トーンユニットを５２-トーンユニッ
トまたは２６トーンユニットを使用して構成する場合は、図１７に示した。
【０２６１】
　図１７は、本発明の他の実施の形態にかかる２４２トーンサイズのＯＦＤＭＡトーンユ
ニットを示す。
【０２６２】
　図１７は、２４２トーンユニットを構成する方法を示し、図１７（ａ）ないし図１７（
ｃ）において、２個の１０８トーンユニットと１個の２６トーンユニットを使用する構成
は、図１６に示したとおりである。図１７（ａ）ないし図１７（ｃ）は、５２トーンユニ
ットまたは２６トーンユニットを使用して２４２トーンユニットを構成する方法として、
対称性を満たすことができる方法を示す。
【０２６３】
　図１７（ａ）のように、５２トーンユニットまたは２５トーンユニットを使用する場合
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、レフトオーバートーンを両側のサイドに２個ずつ配置し、中央の２６トーンユニットの
両側のサイドに２個ずつ配置できる。このような構成は、図１５（ａ）の１０８トーンユ
ニットの構成を図１６の構成に使用した実施の形態に該当する。
【０２６４】
　図１７（ｂ）のように、中央の２６トーンを基準に両側のサイドの５２トーンユニット
の間または２個の２６トーンユニットの間に４個のレフトオーバートーンをそれぞれ配置
できる。このような構成は、図１５（ｂ）の１０８トーンユニットの構成を図１６の構成
に使用した実施の形態に該当する。
【０２６５】
　図１７（ｃ）のように、レフトオーバートーンを両側のサイドに１個ずつ、中央の２６
トーンユニットの両側のサイドに１個ずつ配置し、中央の２６トーンユニットを基準に両
側に位置する５２トーンユニットの間に２個ずつまたは２個の２６トーンユニットの間に
２個ずつ配置できる。このような構成は、図１５（ｃ）の１０８トーンユニットの構成を
図１６の構成に使用した実施の形態に該当する。
【０２６６】
　以下、上述のトーンプランに従う場合、上述のパイロットトーンの数に応じるパイロッ
トトーンの位置について説明する。パイロットトーンの位置は、インデックスとして説明
し、説明のためにトーンサイズ別トーンインデックスは、以下の表のとおりであると仮定
する。表１のインデックスは、相対的な位置関係を表すものであり、インデックス番号自
体が固有の値を有することではない。（例えば、１～２６インデックスでの２番は、０～
２５インデックスでの１番に該当できるものである。）
【０２６７】
【表１】

【０２６８】
　また、各トーンユニットで使用されるパイロットトーンの位置は、２６トーンユニット
とアラインメント（ａｌｉｇｎ）されると仮定する。
【０２６９】
　まず、２６トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置は、８０２．１１ａｈ　１
ＭＨｚのパイロット位置においてガード部分とＤＣを除いた場合の位置である｛７，２０
｝に決定する。｛７，２０｝は、２６トーン内で対称性を満たし、左右トーンをそれぞれ
１３個ずつ分けた場合、その中央に位置するトーンインデックスとして、等間隔（ｅｑｕ
ｉ-ｓｐａｃｅ）条件もまた満たす位置である。
【０２７０】
　５２トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置は、２６トーンユニットの位置を
使用して｛７，２０，３３，４６｝に決定できる。この位置もまた、対称性と等間隔観点
で良い性能を有する。
【０２７１】
　２６トーンユニット及び５２トーンユニットの位置は、それぞれ｛ａ，２７-ａ｝及び
｛ａ，２７-ａ，２６＋ａ，５３-ａ｝と表すことができ、ａは、１から１３間の整数であ
る。以下、１０８トーンユニットと２４２トーンユニットについて先に述べたトーン構成
とパイロットトーンの数に応じるパイロットトーンの位置について説明する。
【０２７２】
　図１８は、本発明の実施の形態にかかるパイロットトーン位置決定方法を示す。
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【０２７３】
　図１８は、図１５（ａ）及び図１７（ａ）のようなトーンプランを使用する場合であっ
て、１０８トーン及び２４２トーンに対するパイロットトーンの候補インデックスを示す
。
　１）１０８トーンユニットのパイロットトーンの位置
【０２７４】
　上述のように、２６トーンユニットのパイロットトーンの位置は｛７，２０｝（あるい
は｛ａ，２７-ａ｝）であるから、１０８トーンユニットにおいてパイロットトーンの位
置は、図１８のように９，２２，３５，４８，６１，７４，８７，１００（あるいは２＋
ａ，２９-ａ，２８＋ａ，５５-ａ，５４＋ａ，８１-ａ，８０＋ａ，１０７-ａ）のうち、
６個を選択して使用することができる。この場合、９と１００、２２と８７，３５と７４
、４８と６１（あるいは２＋ａと１０７-ａ、２９-ａと８０＋ａ、２８＋ａと８１-ａ、
５５-ａと５４＋ａ）は、ペアとして共に使用されると、対称性においてより良い性能を
有するようになる。したがって、１０８トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置
は、｛９，２２，３５，７４，８７，１００｝、｛９，２２，４８，６１，８７，１００
｝、｛９，３５，４８，６１，７４，１００｝、及び｛２２，３５，４８，６１，７４，
８７｝の４個のセットのうちの一つとして決定されることができる。これは｛２＋ａ，２
９-ａ，２８＋ａ，８１-ａ，８０＋ａ，１０７-ａ｝、｛２＋ａ，２９-ａ，５５-ａ，５
４＋ａ，８０＋ａ，１０７-ａ｝、｛２＋ａ，２８＋ａ，５５-ａ，５４＋ａ，８１-ａ，
１０７-ａ｝、及び｛２９-ａ，２８＋ａ，５５-ａ，５４＋ａ，８１-ａ，８０＋ａ｝のよ
うな４個のセットで表現できる。
【０２７５】
　追加的に、等間隔観点で１０８トーンユニットに最適化されたａ値を決定することもで
きる。１０８トーンユニットをパイロット数である６で割り算すると１８になるので、１
８個のトーン単位でその中央、すなわち９番目あるいは１０番目のトーンにパイロットが
位置すると、等間隔観点での性能が最も良好でありうる。最小距離の観点で２＋ａ、２９
-ａ及び５５-ａのパイロットトーンとこれらのペア（５４＋ａ，８０＋ａ，１０７-ａ）
を使用することを提案する。この場合、２＋ａが９または１０に近い値でなければならず
、２９-ａが２７あるいは２８に近い値でなければならず、５５-ａが４５または４６に近
くなければならない。すなわち、以下の式１を満たすａを使用して、最も良い性能を有す
るパイロット位置を決定できる。
【０２７６】
【数１】

【０２７７】
　式１を最小化するａ値は、７または８に決定され、２６トーンユニットと５２トーンユ
ニットの等間隔性能を考慮して、ａは７に提案する。このような実施の形態において、パ
イロットトーンの位置は｛９，２２，４８，６１、８７，１００｝に決定されることがで
きる。
【０２７８】
　２）２４２トーンユニットのパイロットトーンの位置
【０２７９】
　上述のように、２６トーンユニットのパイロットトーンの位置が｛７，２０｝（または
｛ａ，２７-ａ｝）であるから、２４２トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置
は、図１８のように、９，２２，３５，４８，６１，７４，８７，１００，１１５，１２
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８，１４３，１５６，１６９，１８２，１９５，２０８，２２１，２３４（または２＋ａ
，２９-ａ，２８＋ａ，５５-ａ，５４＋ａ，８１-ａ，８０＋ａ，１０７-ａ，１０８＋ａ
，１３５-ａ，１３６＋ａ，１６３-ａ，１６２＋ａ，１８９-ａ，１８８＋ａ，２１５-ａ
，２１４＋ａ，２４１-ａ）のうち、８個を選択して使用することができる。この場合、
９と２３４、２２と２２１、３５と２０８、４８と１９５、６１と１８２、７４と１６９
、８７と１５６、１００と１４３、１１５と１２８（または２＋ａと２４１-ａ、２９-ａ
と２１４＋ａ、２８＋ａと２１５-ａ、５５-ａと１８８＋ａ、５４＋ａと１８９-ａ、８
１-ａと１６２＋ａ、８０＋ａと１６３-ａ、１０７-ａと１３６＋ａ、１０８＋ａと１３
５-ａ）は、ペアとして共に使用されると、対称性においてより良い性能を有するように
なる。このペアをそれぞれｐ１，ｐ２，．．．，ｐ９で表現でき、このような９個のペア
のうち、重複なしで４個を選んだときに出てくることができるすべての場合を２４２トー
ンユニットのパイロットトーンの位置として決定できる。
【０２８０】
　追加的に、等間隔観点で２４２トーンユニットに最適化したａ値を決定することもでき
る。２４２トーンユニットをパイロット数である８で割り算すると約３０で、残る２個の
トーンは、両端に位置すると仮定する。したがって、３０個のトーン単位においてその中
央、すなわち１５番目あるいは１６番目のトーンにパイロットが位置すると、等間隔観点
での性能が最も良好でありうる。ただし、最初と最後は、３１個のトーンブロックであり
、このブロックでは、１６番目のトーンにパイロットが位置すればよい。最小距離の観点
において２９-ａ、５５-ａ、８１-ａ、１０７-ａのパイロットトーンとこれらのペアを使
用することを提案する。この場合、２９-ａが１６に近い値でなければならず、５５-ａは
、４６または４７に、８１-ａは、７６または７７に、１０７-ａは、１０６または１０７
にそれぞれ近くなければならない。すなわち、以下の式２を満たすａを使用して、最も良
い性能を有するパイロット位置を決定できる。
【０２８１】
【数２】

【０２８２】
　式２を最小化するａ値は、５ないし８のうちのいずれか一つの数に決定され、２６トー
ンユニット、５２トーンユニット及び１０８トーンユニットの等間隔性能を考慮して、ａ
は７に提案する。このような実施の形態において、パイロットトーンの位置は、｛２２，
４８，７４，１００，１４３，１６９，１９５，２２１｝に決定されることができる。
【０２８３】
　図１９は、本発明の他の一実施の形態にかかるパイロットトーン位置決定方法を示す。
【０２８４】
　図１９は、図１５（ｂ）及び図１７（ｂ）のようなトーンプランを使用する場合であっ
て、１０８トーン及び２４２トーンに対するパイロットトーンの候補インデックスを示す
。
　１）１０８トーンユニットのパイロットトーンの位置
【０２８５】
　上述のように、２６トーンユニットのパイロットトーンの位置が｛７，２０｝（あるい
は｛ａ，２７-ａ｝）であるから、１０８トーンユニットにおいてパイロットトーンの位
置は、図１９のように７，２０，３３，４６，６３，７６，８９，１０２（あるいはａ，
２７-ａ，２６＋ａ，５３-ａ，５６＋ａ，８３-ａ，８２＋ａ，１０９-ａ）のうち、６個
を選択して使用することができる。この場合、７と１０２、２０と８９、３３と７６、４
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６と６３（あるいはａと１０９-ａ，２７-ａと８２＋ａ，２６＋ａと８３-ａ，５３-ａと
５６＋ａ）は、ペアとして共に使用されると、対称性においてより良い性能を有するよう
になる。したがって、１０８トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置は｛７，２
０，３３，７６，８９，１０２｝ 、｛７，２０，４６，６３，８９，１０２｝ 、｛７，
３３，４６，６３，７６，１０２｝ 、｛２０，３３，４６，６３，７６，８９｝の４個
のセットのうち、一つとして決定されることができる。これは｛ａ，２７-ａ，２６＋ａ
，８３-ａ，８２＋ａ，１０９-ａ｝ 、｛ａ，２７-ａ，５３-ａ，５６＋ａ，８２＋ａ，
１０９-ａ｝ 、｛ａ，２６＋ａ，５３-ａ，５６＋ａ，８３-ａ，１０９-ａ｝及び｛２７-
ａ，２６＋ａ，５３-ａ，５６＋ａ，８３-ａ，８２＋ａ｝のような４個のセットで表現で
きる。
【０２８６】
　追加的に、等間隔の観点において１０８トーンユニットに最適化したａ値を決定するこ
ともできる。１０８トーンユニットをパイロット数である６で割り算すると１８になるの
で、１８個のトーン単位においてその中央、すなわち９番目あるいは１０番目のトーンに
パイロットが位置すると、等間隔観点での性能が最も良好でありうる。最小距離の観点に
おいてａ，２６＋ａ及び５３-ａのパイロットトーンとこれらのペアを使用することを提
案する。この場合、ａが９または１０に近い値でなければならず、２６＋ａが２７あるい
は２８に近い値でなければならず、５３-ａが４５または４６に近くなければならない。
すなわち、以下の式３を満たすａを使用して、最も良い性能を有するパイロット位置を決
定できる。
【０２８７】

【数３】

【０２８８】
　式３を最小化するａ値は、７または８に決定され、２６トーンユニットと５２トーンユ
ニットの等間隔性能を考慮して、ａは７に提案する。このような実施の形態において、パ
イロットトーンの位置は、｛７，３３，４６，６３，７６，１０２｝に決定されることが
できる。
【０２８９】
　２）２４２トーンユニットのパイロットトーンの位置
【０２９０】
　上述のように、２６トーンユニットのパイロットトーンの位置が｛７，２０｝（または
｛ａ，２７-ａ｝）であるから、２４２トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置
は、図１９のように７，２０，３３，４６，６３，７６，８９，１０２，１１５，１２８
，１４１，１５４，１６７，１８０，１９７，２１０，２２３，２３６（あるいはａ，２
７-ａ，２６＋ａ，５３-ａ，５６＋ａ，８３-ａ，８２＋ａ，１０９-ａ，１０８＋ａ，１
３５-ａ，１３４＋ａ，１６１-ａ，１６０＋ａ，１８７-ａ，１９０＋ａ，２１７-ａ，２
１６＋ａ，２４３-ａ）のうち、８個を選択して使用することができる。この場合、７と
２３６、２０と２２３、３３と２１０、４６と１９７、６３と１８０、７６と１６７、８
９と１５４、１０２と１４１、１１５と１２８（あるいはａと２４３-ａ、２７-ａと２１
６＋ａ、２６＋ａと２１７-ａ、５３-ａと１９０＋ａ、５６＋ａと１８７-ａ、８３-ａと
１６０＋ａ、８２＋ａと１６１-ａ、１０９-ａと１３４＋ａ、１０８＋ａと１３５-ａ）
は、ペアとして共に使用されると、対称性においてより良い性能を有するようになる。こ
のペアをそれぞれｐ１，ｐ２，．．．，ｐ９で表現でき、このような９個のペアのうち、
重複なしで４個を選んだときに出てくることができるすべての場合を２４２トーンユニッ
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トのパイロットトーンの位置に決定できる。
【０２９１】
　追加的に、等間隔の観点において２４２トーンユニットに最適化したａ値を決定するこ
ともできる。２４２トーンユニットをパイロット数である８で割り算すると約３０で、残
りの２個のトーンは、両端に位置すると仮定する。したがって、３０個のトーン単位にお
いてその中央、すなわち１５番目あるいは１６番目のトーンにパイロットが位置すると、
等間隔観点での性能が最も良好でありうる。ただし最初と最後は、３１個のトーンブロッ
クであり、このブロックでは、１６番目のトーンにパイロットが位置すればよい。最小距
離の観点において２７-ａ，５３-ａ，８３-ａ，１０９-ａのパイロットトーンとこれらの
ペアを使用することを提案する。この場合、２７-ａが１６に近い値でなければならず、
５３-ａは、４６または４７に、８３-ａは、７６または７７に、１０９-ａは、１０６ま
たは１０７にそれぞれ近くなければならない。すなわち、以下の式４を満たすａを使用し
て、最も良い性能を有するパイロット位置を決定できる。
【０２９２】

【数４】

【０２９３】
　式４を最小化するａ値は６または７に決定され、２６トーンユニット、５２トーンユニ
ット及び１０８トーンユニットの等間隔性能を考慮して、ａは７に提案する。このような
実施の形態において、パイロットトーンの位置は、｛２０，４６，７６，１０２，１４１
，１６７，１９７，２２３｝として決定されることもできる。
【０２９４】
　図２０は、本発明の他の一実施の形態にかかるパイロットトーン位置決定方法を示す。
【０２９５】
　図２０は、図１５（ｃ）及び図１７（ｃ）のようなトーンプランを使用する場合であっ
て、１０８トーン及び２４２トーンに対するパイロットトーンの候補インデックスを示す
。
　１）１０８トーンユニットのパイロットトーンの位置
【０２９６】
　上述のように、２６トーンユニットのパイロットトーンの位置が｛７，２０｝（あるい
は｛ａ，２７-ａ｝）であるから、１０８トーンユニットにおいてパイロットトーンの位
置は、図２０のように８，２１，３４，４７，６２，７５，８８，１０１（あるいは１＋
ａ，２８-ａ，２７＋ａ，５４-ａ，５５＋ａ，８２-ａ，８１＋ａ，１０８-ａ）のうち、
６個を選択して使用することができる。この場合、８と１０１、２１と８８、３４と７５
、４７と６２（あるいは１＋ａと１０８-ａ、２８-ａと８１＋ａ、２７＋ａと８２-ａ、
５４-ａと５５＋ａ）は、ペアとして共に使用されると、対称性においてより良い性能を
有するようになる。したがって、１０８トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置
は、｛８，２１，３４，７５，８８，１０１｝ 、｛８，２１，４７，６２，８８，１０
１｝ 、｛８，３４，４７，６２，７５，１０１｝ 、｛２１，３４，４７，６２，７５，
８８｝の４個のセットらのうち、一つとして決定されることができる。これは｛１＋ａ，
２８-ａ，２７＋ａ，８２-ａ，８１＋ａ，１０８-ａ｝ 、｛１＋ａ，２８-ａ，５４-ａ，
５５＋ａ，８１＋ａ，１０８-ａ｝ 、｛１＋ａ，２７＋ａ，５４-ａ，５５＋ａ，８２-ａ
，１０８-ａ｝、｛２８-ａ，２７＋ａ，５４-ａ，５５＋ａ，８２-ａ，８１＋ａ｝のよう
な４個のセットで表現できる。
【０２９７】
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　追加的に、等間隔の観点において１０８トーンユニットに最適化したａ値を決定するこ
ともできる。１０８トーンユニットをパイロット数である６で割り算すると１８になるの
で、１８個のトーン単位においてその中央、すなわち９番目あるいは１０番目のトーンに
パイロットが位置すると、等間隔観点での性能が最も良好でありうる。最小距離観点にお
いて１＋ａ、２８-ａ（あるいは２７＋ａ）、５４-ａのパイロットトーンとこれらのペア
を使用することを提案する。この場合、１＋ａが９または１０に近い値でなければならず
、２８-ａが２７あるいは２７＋ａが２８に近い値でなければならず、５４-ａが４５また
は４６に近くなければならない。すなわち、以下の式５を満たすａを使用して、最も良い
性能を有するパイロット位置を決定できる。
【０２９８】
【数５】

【０２９９】
　式５を最小化するａ値は８に決定され、７の場合にも近接した結果を有するようになる
ので、２６トーンユニットと５２トーンユニットの等間隔性能を考慮して、ａは７または
８に提案する。
【０３００】
　２）２４２トーンユニットのパイロットトーンの位置
【０３０１】
　上述のように、２６トーンユニットのパイロットトーンの位置が｛７，２０｝（または
｛ａ，２７-ａ｝）であるから、２４２トーンユニットにおいてパイロットトーンの位置
は、図２０のように、８，２１，３４，４７，６２，７５，８８，１０１，１１５，１２
８，１４２，１５５，１６８，１８１，１９６，２０９，２２２，２３５（あるいは１＋
ａ，２８-ａ，２７＋ａ，５４-ａ，５５＋ａ，８２-ａ，８１＋ａ，１０８-ａ，１０８＋
ａ，１３５-ａ，１３５＋ａ，１６２-ａ，１６１＋ａ，１８８-ａ，１８９＋ａ，２１６-
ａ，２１５＋ａ，２４２-ａ）のうち、８個を選択して使用することができる。この場合
、８と２３５、２１と２２２、３４と２０９、４７と１９６、６２と１８１、７５と１６
８、８８と１５５、１０１と１４２、１１５と１２８（あるいは１＋ａと２４２-ａ、２
８-ａと２１５＋ａ、２７＋ａと２１６-ａ、５４-ａと１８９＋ａ、５５＋ａと１８８-ａ
、８２-ａと１６１＋ａ、８１＋ａと１６２-ａ、１０８-ａと１３５＋ａ、１０８＋ａと
１３５-ａ）は、ペアとして共に使用されると、対称性においてより良い性能を有するよ
うになる。このペアをそれぞれｐ１，ｐ２，．．．，ｐ９で表現でき、このような９個の
ペアのうち、重複なしで４個を選んだときに出てくることができるすべての場合を２４２
トーンユニットのパイロットトーンの位置に決定できる。
【０３０２】
　追加的に、等間隔の観点において２４２トーンユニットに最適化したａ値を決定するこ
ともできる。２４２トーンユニットをパイロット数である８で割り算すると約３０で、残
る２個のトーンは、両端に位置すると仮定する。したがって、３０個のトーン単位におい
てその中央、すなわち１５番目あるいは１６番目のトーンにパイロットが位置すると、等
間隔観点での性能が最も良好でありうる。ただし、最初と最後は、３１個のトーンブロッ
クで、このブロックでは、１６番目のトーンにパイロットが位置すればよい。最小距離観
点において２８-ａ、５４-ａ、８２-ａ、１０８-ａのパイロットトーンとこれらのペアを
使用することを提案する。この場合、２８-ａが１６に近い値でなければならず、５４-ａ
は、４６または４７に、８２-ａは、７６または７７に、１０８-ａは、１０６または１０
７にそれぞれ近くなければならない。すなわち、以下の式６を満たすａを使用して、最も
良い性能を有するパイロット位置を決定できる。
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【０３０３】
【数６】

【０３０４】
　式６を最小化するａ値は、６または７に決定され、２６トーンユニット、５２トーンユ
ニット及び１０８トーンユニットの等間隔性能を考慮して、ａは７に提案する。このよう
な実施の形態において、パイロットトーンの位置は、｛２１，４７，７５，１０１，１４
２，１６８，１９６，２２２｝として決定されることもできる。
【０３０５】
　図２１は、本発明の一実施の形態にかかるＳＴＡ装置を示す。
【０３０６】
　図２１において、ＳＴＡ装置は、メモリ２１０１０、プロセッサ２１０２０及びＲＦユ
ニット２１０３０を含むことができる。そして、上述のように、ＳＴＡ装置は、ＨＥ　Ｓ
ＴＡ装置であって、ＡＰまたはｎｏｎ-ＡＰ　ＳＴＡになることができる。
【０３０７】
　ＲＦユニット２１０３０は、プロセッサ２１０２０に接続されて無線信号を送信／受信
することができる。ＲＦユニット２１０３０は、プロセッサから受信されたデータを送受
信帯域にアップコンバートして、信号を送信することができる。
【０３０８】
　プロセッサ２１０２０は、ＲＦユニット２１０３０に接続されてＩＥＥＥ　８０２．１
１システムによる物理階層及び／またはＭＡＣ階層を具現できる。プロセッサ２１０３０
は、上述の図面及び説明による本発明の多様な実施の形態にかかる動作を行うように構成
されることができる。また、上述の本発明の多様な実施の形態にかかるＳＴＡの動作を具
現するモジュールがメモリ２１０１０に格納され、プロセッサ２１０２０によって実行さ
れることができる。
【０３０９】
　メモリ２１０１０は、プロセッサ２１０２０に接続され、プロセッサ２１０２０を駆動
するための多様な情報を格納する。メモリ２１０１０は、プロセッサ２１０２０の内部に
含まれるか、またはプロセッサ２１０２０の外部に設置されて、プロセッサ２１０２０と
公知の手段により接続されることができる。
【０３１０】
　また、ＳＴＡ装置は、一個のアンテナ（ｓｉｎｇｌｅ　ａｎｔｅｎｎａ）または多重ア
ンテナ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｎｔｅｎｎａ）を含むことができる。図２１のＳＴＡ装置
の具体的な構成は、上述の本発明の多様な実施の形態で説明した事項が独立的に適用され
るか、または２つ以上の実施の形態が同時に適用されるように具現化されることができる
。
【０３１１】
　図２２は、本発明の一実施の形態にかかるＳＴＡ装置の一部をさらに詳細に示す。
【０３１２】
　図２２において、ＳＴＡ装置は、ＦＥＣエンコーダ２２０１０、マッパー（ｍａｐｐｅ
ｒ）２２０２０、パイロット挿入ユニット２２０３０、ＩＤＦＴユニット２２０４０及び
アナログ／ＲＦユニット２２０５０を備える。図２２において、ＦＥＣエンコーダ２２０
１０、マッパー（ｍａｐｐｅｒ）２２０２０、パイロット挿入ユニット２２０３０、ＩＤ
ＦＴユニット２２０４０は、図２１のプロセッサ２１０２０に含まれることができ、アナ
ログ／ＲＦユニット２２０５０は、図２１のＲＦユニット２１０３０に該当することがで
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きる。図２２のＳＴＡ装置は、上述のＨＥ　ＳＴＡの動作を行うことができる。
【０３１３】
　ＦＥＣ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）エンコーダ２２０１０
は、データビットを決まった符号化方式に従ってエンコードして、符号化されたデータビ
ットを出力できる。ここで、ＦＥＣエンコーダ２２０１０は、エラー訂正コードであって
、畳み込みエンコーダ（Ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　ｅｎｃｏｄｅｒ）、ターボエンコ
ーダ（Ｔｕｒｂｏ　ｅｎｃｏｄｅｒ）またはＬＤＰＣ（Ｌｏｗ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ｐａｒ
ｉｔｙ　Ｃｈｅｃｋ　ｅｎｃｏｄｅｒ）などにより具現化されることができる。ＦＥＣエ
ンコーダ２２０１０は、畳み込みエンコーダであって、ＢＣＣ（Ｂｉｎａｒｙ　Ｃｏｎｖ
ｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｄｅ）エンコードを行うことができる。
【０３１４】
　マッパー２２０２０は、星状図マッピングを行うことができる。言い換えれば、マッパ
ー２２０２０は、データビットを決まった変調方式に従って変調して、変調シンボル（す
なわち、星状点（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ））を出力できる。すなわち
、符号化されたデータビットは、マッパー２２０２０によりビットブロックに区分され、
各ビットブロックは、振幅と位相を有する星状点（Ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ）に応じ
る位置を表現する変調シンボルでマッピングされることができる。マッパー２２０２０で
の変調方式（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅ）には制限がなく、ｍ-ＰＳＫ（ｍ-Ｐ
ｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）またはｍ-ＱＡＭ（ｍ-Ｑｕａｒｄｒａｔｕｒｅ　
Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）などが使用されることができる。
【０３１５】
　パイロット挿入ユニット２２０３０は、送信データにパイロットを挿入できる。言い換
えれば、パイロット挿入ユニット２２０３０は、図１４ないし図２０の実施の形態と関連
して、上述のように決定された数及び位置に応じてパイロットトーンをサブキャリヤに挿
入できる。
【０３１６】
　ＩＤＦＴユニット２２０４０は、データにＩＤＦＴを行うことができる。言い換えれば
、ＩＤＦＴユニット２２０４０は、マッパー２２０２０から出力される変調シンボルに対
してＩＦＦＴまたはＩＤＦＴを行って、時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）のＯＦＤＭ
シンボルデータを出力できる。
【０３１７】
　アナログ／ＲＦユニット２２０５０は、コンプレックスベースバンドウェーブフォーム
をアップコンバートして信号を送信できる。言い換えれば、アナログ／ＲＦユニット２２
０５０は、ベースバンドで処理されたデータ／信号をアップコンバートして送信信号を送
信でき、ＲＦユニットと呼ぶこともできる。
【０３１８】
　図２３は、本発明の一実施の形態にかかるＳＴＡのデータ送信方法を示したフローチャ
ートである。
【０３１９】
　図２３のフローチャートに含まれたステップは、図２２のＳＴＡ装置の説明と共に行わ
れる。ＳＴＡは、ＦＥＣエンコーダを使用して送信データをＦＥＣコンバートできる（Ｓ
２３０１０）。また、ＳＴＡは、マッパーを使用して送信データを星状図マッピングでき
る（Ｓ２３０２０）。また、ＳＴＡは、パイロット挿入モジュールを使用して、送信デー
タにパイロットトーンを挿入できる（Ｓ２３０３０）。また、ＳＴＡは、送信データをＩ
ＤＦＴユニットを使用してＩＤＦＴまたはＩＦＦＴプロセシングできる（Ｓ２３０４０）
。また、ＳＴＡは、アナログ／ＲＦユニットを使用して送信データをアップコンバートし
て送信信号を送信できる（Ｓ２３０５０）。
【０３２０】
　本明細書において先に述べたように、ＳＴＡがＯＦＤＭＡスキームを使用する場合、Ｓ
ＴＡは、送信信号に含まれた複数のサブキャリヤを少なくとも一つのユーザに割り当てる
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キャリヤを任意に割り当てられずに、予め設定されたトーンユニット単位で割り当てるこ
とができる。特に、予め設定されたトーンユニットに含まれたトーン数は、最大限レガシ
ー８０２．１１システムのトーン数を使用することによって、システム複雑度を低くする
ことができる。充分なサブキャリヤを確保するために、ＳＴＡは、レガシー８０２．１１
システムに比べて４倍のＦＦＴサイズを使用することができる。
【０３２１】
　このようなＯＦＤＭＡスキームのサブキャリヤ割り当ての単位になるトーンユニットは
、上述のように２６トーンユニット、５２トーンユニット、１０８トーンユニット及び２
４２トーンユニットを含み、ＳＴＡは、このようなトーンユニットのうち、少なくとも一
つを使用するか、これらの組み合わせを使用してサブキャリヤを割り当てることができる
。
【０３２２】
　各トーンユニットに挿入するパイロットトーンの数は、レガシー８０２．１１システム
との互換性及びシステム複雑度を考慮して決定されることができる。上述のように、２６
トーンユニットは、２個のパイロットトーンを、５２トーンユニットは、４個のパイロッ
トトーンを、１０８トーンユニットは、６個のパイロットトーンを、そして２４２トーン
ユニットは、８個のパイロットトーンを含むことができる。
【０３２３】
　トーンプラン及びパイロットトーンの位置は、システム性能を考慮して信号に含まれた
パイロットトーンの対称性及び等間隔性を最大限満たすように決定される。トーンフラッ
ト及びパイロットトーンの位置に対しては、図１４ないし図２０において説明したとおり
である。例えば、ＳＴＡは、ＯＦＤＭＡのために２６トーンユニットを使用する場合、２
６トーンユニットの７番目のトーン及び２０番目のトーンにパイロットトーンを挿入でき
る。他の例として、ＳＴＡが５２トーンユニットを使用する場合、５２トーンユニットの
７番目のトーン、２０番目のトーン、３３番目のトーン及び４６番目のトーンにパイロッ
トトーンを挿入できる。トーンプランの場合にも、５２トーンユニットは、２個の２６ト
ーンユニットを含むことができ、１０８トーンユニットは、２個の５２-トーンユニット
と４個のレフトオーバートーンを含むことができ、５２-トーンユニットとレフトオーバ
ートーンの位置は、上述のとおりである。２４２-トーンユニットは、１個の２６トーン
ユニットと４個の５２-トーンユニットを含むことができ、この場合、２６-トーンユニッ
トをセンターに位置させ、センターの２６-トーンユニットの両側のサイドに２個の５２-
トーンユニットを一つずつそれぞれ位置させることができる。
【０３２４】
　本発明の思想または範囲から逸脱せずに、本発明において多様な変更及び変形が可能で
あることは当業者にとって理解できるはずである。したがって、本発明は、添付された請
求項及びそれと同等の範囲内で提供される本発明の変更及び変形を含むことが意図される
。
【０３２５】
　本明細書において装置及び方法発明ともが言及され、装置及び方法発明ともの説明は、
互いに補完して適用されることができる。
【０３２６】
　多様な実施の形態が本発明を実施するための最善の形態で説明された。
【産業上の利用可能性】
【０３２７】
　本発明の無線通信システムにおけるデータ送受信方法は、ＩＥＥＥ　８０２．１１シス
テムに適用される例を中心に説明したが、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムの他にも多様
な無線通信システムに適用することが可能である。
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【図２３】

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月26日(2017.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＷＬＡＮシステムにおけるＳＴＡ装置のデータ送信方法であって、
　送信データをＦＥＣエンコードするステップと、
　送信データを星状図マッピングするステップと、
　送信データにパイロットトーンを挿入するステップと、
　送信データに対してＩＤＦＴを行うステップと、
　前記送信データをアップコンバートして、送信信号を送信するステップと、を含み、
　前記送信信号にＯＦＤＭＡスキームを適用する場合、前記送信信号は、ＯＦＤＭＡスキ
ームのサブキャリヤ割り当ての単位になる少なくとも一つのトーンユニットを含む、ＳＴ
Ａ装置のデータ送信方法。
【請求項２】
　前記少なくとも一つのトーンユニットは、２６サブキャリヤを有する第１トーンユニッ
ト、２個の前記第１トーンユニットを含む第２トーンユニット、４個の前記第１トーンユ
ニットを含む第３トーンユニットまたは９個の前記第１トーンユニットを含む第４トーン
ユニットに該当する、請求項１に記載のＳＴＡ装置のデータ送信方法。
【請求項３】
　前記トーンユニットは、パイロットトーンを含み、前記第２トーンユニット、前記第３
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トーンユニットまたは前記第４トーンユニットの前記パイロットトーンの位置は、前記第
１トーンユニットのパイロットトーンの位置とアラインメントされる、請求項２に記載の
ＳＴＡ装置のデータ送信方法。
【請求項４】
　前記第２トーンユニットの前記パイロットトーンの位置インデックスは、前記第１トー
ンユニットのパイロットトーンの位置インデックスと同じである、請求項３に記載のＳＴ
Ａ装置のデータ送信方法。
【請求項５】
　前記第３トーンユニット及び前記第４トーンユニットのパイロットトーンの位置インデ
ックスは、前記第１トーンユニットのパイロットトーンから選択されるパイロットトーン
の位置インデックスと同じである、請求項３に記載のＳＴＡ装置のデータ送信方法。
【請求項６】
　前記第２トーンユニットは、４個のパイロットトーンを含み、前記４個のパイロットト
ーンの位置インデックスは、前記第２パイロットトーンユニットの４個のパイロットトー
ンの位置インデックスと同じである、請求項２に記載のＳＴＡ装置のデータ送信方法。
【請求項７】
　ＷＬＡＮシステムにおけるＳＴＡ装置であって、
　送信データをＦＥＣエンコードするＦＥＣエンコーダと、
　送信データを星状図マッピングするマッパーと、
　送信データにパイロットトーンを挿入するパイロット挿入ユニットと、
　送信データに対してＩＤＦＴを行うＩＤＦＴユニットと、
　前記送信データをアップコンバートして、送信信号を送信するＲＦユニットと、を含み
、
　前記送信信号にＯＦＤＭＡスキームを適用する場合、前記送信信号は、ＯＦＤＭＡスキ
ームのサブキャリヤ割り当ての単位になる少なくとも一つのトーンユニットを含む、ＳＴ
Ａ装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つのトーンユニットは、２６サブキャリヤを有する第１トーンユニッ
ト、２個の前記第１トーンユニットを含む第２トーンユニット、４個の前記第１トーンユ
ニットを含む第３トーンユニットまたは９個の前記第１トーンユニットを含む第４トーン
ユニットに該当する、請求項７に記載のＳＴＡ装置。
【請求項９】
　前記トーンユニットは、パイロットトーンを含み、前記第２トーンユニット、前記第３
トーンユニットまたは前記第４トーンユニットの前記パイロットトーンの位置は、前記第
１トーンユニットのパイロットトーンの位置とアラインメントされる、請求項８に記載の
ＳＴＡ装置。
【請求項１０】
　前記第２トーンユニットの前記パイロットトーンの位置インデックスは、前記第１トー
ンユニットのパイロットトーンの位置インデックスと同じである、請求項９に記載のＳＴ
Ａ装置。
【請求項１１】
　前記第３トーンユニット及び前記第４トーンユニットのパイロットトーンの位置インデ
ックスは、前記第１トーンユニットのパイロットトーンから選択されるパイロットトーン
の位置インデックスと同じである、請求項９に記載のＳＴＡ装置。
【請求項１２】
　前記第２トーンユニットは、４個のパイロットトーンを含み、前記４個のパイロットト
ーンの位置インデックスは、前記第２パイロットトーンユニットの４個のパイロットトー
ンの位置インデックスと同一である、請求項８に記載のＳＴＡ装置。
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